
JP 5357657 B2 2013.12.4

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置が臨む表示部が中央部に画成された遊技盤と、
該表示部の外側に位置する待機位置とこの待機位置から表示部の前側に変位した動作位置
との間の可動体の動作により演出を行う可動演出装置と、表示部の周囲に設けられた発光
部とを備えた遊技機において、
　前記発光部は、前記遊技盤の外側から表示部側に向けて並ぶ複数の発光体を前面に有す
る発光基板と、複数の発光体の前側を覆う透光部材と、該透光部材における発光体の並び
方向に沿う両側に設けられ、発光体に臨む面を光を反射可能に構成した一対の隔壁部とを
備え、
　前記透光部材は、両脇に設置された隔壁部の間から遊技盤の前側に臨む部分が表示部側
から遊技盤の外側に向かうにつれて幅広になるよう形成され、
　前記発光部は、前記発光体から前側に向けて照射した光で前記透光部材の前面を照らす
と共に、両隔壁部の端部間から前記表示部に臨む透光部材の端面より表示部側に光を照射
可能に構成され、
　前記可動演出装置は、ベースに対して一端部が回転可能に支持されると共に、他端部に
前記可動体が取り付けられ、駆動手段により揺動されるアームを有し、該アームは、少な
くとも前記表示部の前側を通る部位が光を透過するよう形成され、
　前記可動体を動作位置で支持するアームが前記発光部における発光体の並び方向に沿っ
て延在し、該発光部から表示部側への光により動作位置にあるアームを照明可能で、動作
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位置のアームに合わせて表示部で行われる画面表示が該アームを介して前側に現れるよう
構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技盤は、前側に遊技領域が設けられた透明な板部材と、この板部材の後側に取り
付けられ、前記発光部が該板部材の後側に位置するよう配設された裏ユニットと、前記表
示部を囲うように板部材に配設され、前側に突出する庇状部により遊技領域と表示部とを
区画する枠状装飾体とを備え、
　前記発光部は、透明な板部材を介して両隔壁部の前面および前記透光部材における両隔
壁部の間に臨む部分が前側から視認可能に構成されると共に、表示部側の一部に前記枠状
装飾体が重なり、
　前記枠状装飾体には、前記発光部の前側に重なる庇状部の前面に、光を透過可能な透光
カバーが配設され、該発光部から照射した光により透光カバーが照明される請求項１記載
の遊技機。
【請求項３】
　前記可動体は、一端部が前記表示部の右上側に支持されたアームと一端部が表示部の左
上側に支持されたアームとの間に保持されて、表示部の上側の待機位置とこの待機位置か
ら下降した動作位置との間で動作し、
　前記遊技盤には、前記表示部の前側を上から下に向かうにつれて中央側に偏倚するよう
傾斜する動作位置にあるアームの延在ラインに沿って延在する発光部が前記表示部を上下
に挟んで設けられ、動作位置にあるアームに合わせて該発光部による発光と表示部の画面
表示とを組み合わせて演出を行うよう構成した請求項１または２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記アームには、光拡散処理が施される請求項１～３の何れか一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、可動体の動作により演出を行う可動演出装置を備えた遊技機に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に装飾部材が配設されて、該装飾部材の開口から液晶式やドラム式等の
図柄表示装置を臨ませ、この図柄表示装置で図柄組み合わせゲームやリーチ演出等の遊技
演出を行うよう構成されている。また、パチンコ機では、所要の動作を行う可動体を備え
た可動演出装置を装飾部材に配設し、該可動体を図柄表示装置で行われる遊技演出に合わ
せて動作させることにより、視覚的な演出効果を向上させて遊技の興趣を高めている(例
えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　特許文献１の可動演出装置は、図柄表示装置を囲うセンター役物に取付軸を介して軸支
されたリンクアームと、このリンクアームの先端に取り付けられた装飾体とを備えている
。この可動演出装置は、リンクアームをモータにより揺動することで、パチンコ機のモチ
ーフに合わせて形成された装飾体が、図柄表示装置の液晶表示画面の前側を振り子状に動
くようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２３６０８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　ところで、特許文献１に開示の可動演出装置は、装飾体を支持するリンクアームも液晶
表示画面の前側を動くので、このリンクアームにより液晶表示画面が隠されてしまう。前
記可動演出装置において液晶表示画面を隠してしまうリンクアームの存在は、装飾体の動
きに合わせて液晶表示画面で行われる画面表示による演出の邪魔になることがある。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、可動体の動作と表示部での表示演出とを相乗し
て演出できる可動演出装置を備えた遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置(13)が臨む表示部(41)が中央部に画成された遊
技盤(40)と、該表示部(41)の外側に位置する待機位置とこの待機位置から表示部(41)の前
側に変位した動作位置との間の可動体(340)の動作により演出を行う可動演出装置(300)と
、表示部(41)の周囲に設けられた発光部(102)とを備えた遊技機において、
　前記発光部(102)は、前記遊技盤(40)の外側から表示部側に向けて並ぶ複数の発光体(10
6)を前面に有する発光基板(104)と、複数の発光体(106)の前側を覆う透光部材(108)と、
該透光部材(108)における発光体(106)の並び方向に沿う両側に設けられ、発光体(106)に
臨む面を光を反射可能に構成した一対の隔壁部(110,110)とを備え、
　前記透光部材(108)は、両脇に設置された隔壁部(110,110)の間から遊技盤(40)の前側に
臨む部分が表示部(41)側から遊技盤(40)の外側に向かうにつれて幅広になるよう形成され
、
　前記発光部(102)は、前記発光体(106)から前側に向けて照射した光で前記透光部材(108
)の前面を照らすと共に、両隔壁部(110,110)の端部間から前記表示部(41)に臨む透光部材
(108)の端面より表示部(41)側に光を照射可能に構成され、
　前記可動演出装置(300)は、ベース(302)に対して一端部が回転可能に支持されると共に
、他端部に前記可動体(340)が取り付けられ、駆動手段(306)により揺動されるアーム(314
)を有し、該アーム(314)は、少なくとも前記表示部(41)の前側を通る部位が光を透過する
よう形成され、
　前記可動体(340)を動作位置で支持するアーム(314)が前記発光部(102)における発光体(
106)の並び方向に沿って延在し、該発光部(102)から表示部(41)側への光により動作位置
にあるアーム(314)を照明可能で、動作位置のアーム(314)に合わせて表示部(41)で行われ
る画面表示が該アーム(41)を介して前側に現れるよう構成したことを特徴とする。
　請求項１に係る発明によれば、可動体の動作位置において該可動体を支持するアームが
表示部の前側に重なるものの、アームにおける表示部の前側に位置する部位が光透過性を
有しているので、表示部で動作位置のアームに合わせて画面表示を行うことで、アームを
介して強調または異なる態様に変更された画面表示を見せることができる。発光部により
アームを照らすことができるので、アームと画面表示とが相乗する演出効果をより向上で
きる。
【０００８】
　請求項２に係る発明では、前記遊技盤(40)は、前側に遊技領域(40a)が設けられた透明
な板部材(42)と、この板部材(42)の後側に取り付けられ、前記発光部(102)が該板部材(42
)の後側に位置するよう配設された裏ユニット(50)と、前記表示部(41)を囲うように板部
材(42)に配設され、前側に突出する庇状部(73)により遊技領域(40a)と表示部(41)とを区
画する枠状装飾体(70)とを備え、
　前記発光部(102)は、透明な板部材(42)を介して両隔壁部(110,110)の前面および前記透
光部材(108)における両隔壁部(110,110)の間に臨む部分が前側から視認可能に構成される
と共に、表示部(41)側の一部に前記枠状装飾体(70)が重なり、
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　前記枠状装飾体(70)には、前記発光部(102)の前側に重なる庇状部(73)の前面に、光を
透過可能な透光カバー(112)が配設され、該発光部(102)から照射した光により透光カバー
(112)が照明されることを要旨とする。
【０００９】
　請求項３に係る発明では、前記可動体(340)は、一端部が前記表示部(41)の右上側に支
持されたアーム(314)と一端部が表示部(41)の左上側に支持されたアーム(314)との間に保
持されて、表示部(41)の上側の待機位置とこの待機位置から下降した動作位置との間で動
作し、
　前記遊技盤(40)には、前記表示部(41)の前側を上から下に向かうにつれて中央側に偏倚
するよう傾斜する動作位置にあるアーム(314)の延在ラインに沿って延在する発光部(102,
120,140)が前記表示部(41)を上下に挟んで設けられ、動作位置にあるアーム(314)に合わ
せて該発光部(102,120,140)による発光と表示部(41)の画面表示とを組み合わせて演出を
行うよう構成したことを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、動作位置のアームと表示部を挟んで上下に延在する発光
部とが同一ライン上に位置するようになるので、表示部での画面表示との組み合わせによ
り遊技盤を大きく使ってダイナミックな演出を行うことができる。
　請求項４に係る発明では、前記アーム(314)には、光拡散処理が施されることを要旨と
する。
　請求項４に係る発明によれば、アームを介して視認可能な表示部の画面表示の態様を変
更できる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る遊技機によれば、可動体の動作時によるアームによって表示部での表示演
出を相乗して演出できるので、表示部での表示演出を邪魔することなく、演出効果を向上
し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係るパチンコ機の背面図である。
【図３】実施例に係るパチンコ機を中枠および遊技盤を取外した状態で示す正面図である
。
【図４】実施例に係る遊技盤を示す正面図であって、上部可動体が待機位置にある。
【図５】実施例に係る遊技盤を示す正面図であって、上部可動体が動作位置にある。
【図６】実施例に係る遊技盤の背面図である。
【図７】図４のＡ－Ａ線断面図である。
【図８】図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図９】図４のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１０】実施例の板部材を後から示す概略斜視図である。
【図１１】実施例の裏ユニットを示す正面図であって、側部可動体が待機位置にある。
【図１２】実施例の裏ユニットを示す正面図であって、側部可動体が動作位置にある。
【図１３】実施例の裏ユニットベースを前から示す概略斜視図である。
【図１４】実施例の裏ユニットベースを後から示す概略斜視図である。
【図１５】実施例の裏ユニットボックスを示す正面図である。
【図１６】実施例の裏ユニットベースを示す正面図である。
【図１７】実施例の裏ユニットボックスを示す正面図である。
【図１８】実施例の枠状装飾体を示す正面図である。
【図１９】実施例の枠状装飾体を示す背面図である。
【図２０】実施例の枠状装飾体を示す右側面図である。
【図２１】実施例の枠状装飾体を前から示す概略斜視図である。
【図２２】実施例の枠状装飾体を後から示す概略斜視図である。
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【図２３】実施例の上部可動演出装置を示す正面図であって、上部可動体が待機位置にあ
る。
【図２４】実施例の上部可動演出装置を示す正面図であって、上部可動体が動作位置にあ
る。
【図２５】実施例の上部可動演出装置を示す背面図であって、上部可動体が待機位置にあ
る。
【図２６】実施例の上部可動演出装置を示す背面図であって、上部可動体が動作位置にあ
る。
【図２７】実施例の上部可動演出装置を示す右側面図であって、上部可動体が待機位置に
ある。
【図２８】実施例の上部可動演出装置を示す右側面図であって、上部可動体が動作位置に
ある。
【図２９】図２３のＤ－Ｄ線断面図である。
【図３０】図２４のＥ－Ｅ線断面図である。
【図３１】図２４のＦ－Ｆ線断面図である。
【図３２】図２６のＧ－Ｇ線断面図である。
【図３３】実施例の上部可動演出装置において、支持部を分解して前から示す概略斜視図
である。
【図３４】実施例の上部可動演出装置において、支持部を分解して後から示す概略斜視図
である。
【図３５】実施例の上部可動体を分解して前から示す概略斜視図である。
【図３６】実施例の上部可動体を分解して後から示す概略斜視図である。
【図３７】実施例の上部可動演出装置において、駆動機構の動きを示す正面図であって、
上部可動体が待機位置にある。
【図３８】実施例の上部可動演出装置において、駆動機構の動きを示す正面図であって、
上部可動体が動作位置にある。
【図３９】実施例の上部可動演出装置において、駆動機構の動きを示す背面図であって、
上部可動体が待機位置にある。
【図４０】実施例の上部可動演出装置において、駆動機構の動きを示す背面図であって、
上部可動体が動作位置にある。
【図４１】実施例の上部可動演出装置において、駆動機構の動きを示す概略斜視図であっ
て、上部可動体が動作位置にある。
【図４２】実施例の上部可動体を示す正面図である。
【図４３】図３０のＨ－Ｈ線断面図である。
【図４４】実施例の上部可動体の可動機構を示す背面図である。
【図４５】実施例の上部可動体の可動機構を示す平面図である。
【図４６】図４５のＩ－Ｉ線断面図である。
【図４７】実施例の下部発光装置を前から示す概略斜視図である。
【図４８】実施例の下部発光装置を後から示す概略斜視図である。
【図４９】実施例に係るパチンコ機の主要な装置の関係を示す制御ブロック図である。
【図５０】図３０のＪ部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、
「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見
た状態で指称する。
【実施例】
【００１３】
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(パチンコ機について)
　図１に示すように、実施例に係るパチンコ機１０は、矩形枠状に形成されて、遊技店の
図示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１を備えている。また、パチンコ
機１０には、後述する遊技盤４０(図４参照)が着脱可能に保持される本体枠としての中枠
１２が、外枠１１の開口前面側に開閉および着脱可能に組み付けられている。更に、パチ
ンコ機１０は、遊技盤４０の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置１３
が着脱し得るよう配設されている(図２参照)。中枠１２の前面側には、遊技盤４０を透視
保護するガラス板１４ａを備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能に組付けられると共
に、前枠１４の下方にパチンコ球(遊技球)を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組付け
られる(図１参照)。なお、実施例では、前枠１４の下部位置に、パチンコ球を貯留する上
球受け皿１６が一体的に組付けられており、前枠１４の開閉に合わせて上球受け皿１６も
一体的に開閉するよう構成される。図柄表示装置１３としては、液晶表示装置やドラム式
の表示装置、ベルト式の表示装置等の各種図柄を変動表示可能な従来公知の表示装置を用
いることができる。
【００１４】
(中枠について)
　図３に示すように、前記中枠１２は、上縁をなす上枠部材１７と、下縁をなし、スピー
カ３３や打球発射装置３４、操作ハンドル３５等が設置された下枠部材１８と、左側縁を
なす左枠部材１９と、右側縁をなす右枠部材２０とから構成されている。中枠１２は、上
下左右の枠部材１７,１８,１９,２０を組付けた際に、全体が外枠１１の開口に整合する
矩形枠状に形成される。そして、上下左右の枠部材を組付けた際に前後に開口する開口部
分が、遊技盤４０を設置する遊技盤保持部２２として機能する。ここで、中枠１２は、外
枠１１の左上端部および左下端部に設けられた支軸(図示せず)を介して枢支され、左側端
部を中心として中枠１２を回転させることで、外枠１１に対して中枠１２を開閉し得るよ
うになっている。
【００１５】
　図３に示すように、左枠部材１９の開口内側(遊技盤保持部２２側)には、上下に離間す
る位置に、遊技盤４０の左側端部を回転および着脱可能に保持する回転保持具２３,２３
が複数設けられている。また、上下の枠部材における右端部(右枠部材２０側)には、固定
位置および固定解除位置に回転可能な固定具２４,２４が夫々設けられており、該固定具
２４,２４により遊技盤４０の右側上下端部を中枠１２に固定し得るようになっている。
パチンコ機１０では、遊技盤４０の左側端部を回転保持具２３,２３で保持した状態で、
遊技盤４０の右側端部を押し込んで遊技盤４０の左側端部(回転保持具２３,２３)を中心
に回動させて遊技盤４０の全体を遊技盤保持部２２に臨ませて、固定具２４,２４を固定
位置に回転変位させて遊技盤４０の右側上下端部が支持固定される。このように、遊技盤
４０は、その周縁部の裏面が前記上下および左の各枠部材１７,１８,１９,２０に当接支
持された状態で、回転保持具２３,２３および固定具２４,２４で対応箇所の前面が当接支
持されて、前後方向の移動が規制される。そして、この状態の遊技盤４０の前面(後述す
る板部材４２の前面)は、中枠１２に組付けられている前枠１４のガラス板１４ａに対し
て予め設定された距離だけ離間する位置に臨むよう構成されている。
【００１６】
　図３に示すように、前記上枠部材１７の裏側には、設置枠台等に設けられた外部球供給
設備から供給されるパチンコ球を貯留する球タンク２５が、上枠部材１７の左右幅の略全
幅に亘って設けられている。この球タンク２５は、遊技盤保持部２２に配設された遊技盤
４０の裏側上部に重なるよう形成されており、遊技盤４０の上下寸法を最大限大きくし得
るようになっている。また、下枠部材１８の裏側には、上下の球受け皿１５,１６に連通
する球供給路および設置枠台に設けた球回収樋に連通する球排出路(何れも図示せず)が夫
々形成されたセット部材２６が配設されている(図２参照)。なお、球タンク２５とセット
部材２６とは、両部材間に架設された球通路ユニット２７を介して連通接続されており、
該球通路ユニット２７に配設された球払出し装置２７ａの駆動により球タンク２５に供給
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されたパチンコ球を上下の球受け皿１５,１６へ給出するよう構成されている。
【００１７】
　前記セット部材２６には、図２に示すように、パチンコ機１０の電源制御を行なう電源
装置２８、球通路ユニット２７に配設した球払出し装置２７ａを駆動制御する払出し制御
装置２９、前記打球発射装置３４を駆動制御する発射制御装置３０、外部端末に接続され
るインターフェース基板３１等が配設されている。なお、これらの各装置２８,２９,３０
,３１は、遊技盤４０の裏側に配設される主制御装置３２に配線接続され、該主制御装置
３２からの制御信号に基づいて所定の制御を実行するようになっている。
【００１８】
(遊技盤)
　図４～図７に示すように、前記遊技盤４０は、略矩形状に形成されたアクリルやポリカ
ーボネート等の透明な合成樹脂材からなる板部材４２と、この板部材４２の後側に取り付
けられる裏ユニット５０とから構成される。また、遊技盤４０には、裏ユニット５０の後
面に図柄表示装置１３が着脱可能に配設されて、該遊技盤４０の中央部に画成された表示
部４１に該図柄表示装置１３の表示面が臨んでいる。そして、遊技盤４０では、該遊技盤
４０の前面に画成される遊技領域４０ａに打ち出されて流下するパチンコ球による入賞に
合わせてあるいは独立して、表示部４１から前側に臨む図柄表示装置１３の表示面におい
て図柄変動ゲームや所定の表示演出が行われるようになっている。
【００１９】
(板部材)
　図４または図５に示すように、板部材４２は、平板状の部材であって、略矩形を基本と
して四隅が前述した中枠１２への取り付け構造に合わせて切り欠き等されて適宜形状とさ
れている。板部材４２は、左下部から右上部にかけて円弧状に延在する外レール４３と、
この外レール４３の内側に中央下部から左上部にかけて並べて配置された内レール４４と
が前面に配設されている。また、板部材４２には、外レール４３の右上部から内レール４
４の下部までの間に、右方に凹む湾曲形状の左側縁が延在する第１盤面飾り部材４５ａが
前面右側に配設されている。 板部材４２の前面には、外レール４３、内レール４４およ
び第１盤面飾り部材４５ａによって略円形の遊技領域４０ａが画成されている。また、板
部材４２の前面には、外レール４３の左方(遊技領域４０ａの外側)の上下位置に第２盤面
飾り部材４５ｂが夫々配設されている。遊技盤４０では、中枠１２に配設された打球発射
装置３４から発射されたパチンコ球が遊技領域４０ａに対して打ち出されて、該遊技領域
４０ａ内をパチンコ球が流下して遊技が行われるようになっている。なお、打球発射装置
３４から発射されたパチンコ球は、外レール４３と内レール４４との間を通って遊技領域
４０ａの左上部に打ち出される。ここで、板部材４２の前面には、遊技領域４０ａに位置
して多数の遊技釘や風車等(図示せず)が配設されており、これらの部品によって遊技領域
４０ａを流下するパチンコ球の流下方向が不規則に変更される。
【００２０】
　図１０に示すように、前記板部材４２には、遊技領域４０ａに配設される枠状装飾体７
０、各種入賞装置６０,６２,６４や飾りに合わせて前後に貫通する開口が複数開設されて
いる。板部材４２は、遊技領域４０ａの中央部に大きく開設された表示貫通口４２ａと、
この表示貫通口４２ａの下側に開設され、後述する入賞装置６０,６２が配設される入賞
装置貫通口４２ｂと、この入賞装置貫通口４２ｂの左右の夫々に開設された飾り貫通口(
取付開口)４２ｃとを備えている。また、板部材４２には、表示貫通口４２ａと第１盤面
飾り部材４５ａとの間に別の飾り貫通口４２ｄが開設されると共に、表示貫通口４２ａと
内レール４４との間に、球通過ゲート６８が配設されるゲート貫通口４２ｅが開設されて
いる。表示貫通口４２ａは、図柄表示装置１３の表示面の前側に形成されており、この表
示貫通口４２ａの内側に表示部４１が設けられる。そして、板部材４２では、表示貫通口
４２ａに対して後述する枠状装飾体７０が配設される。
【００２１】
　前記板部材４２には、表示貫通口４２ａ(表示貫通口４２ａに嵌め合わせた枠状装飾体
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７０)の下方位置に、遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置６
０が入賞装置貫通口４２ｂの上部に嵌め合わせて配設されている(図４,図５または図１０
参照)。また、板部材４２には、始動入賞装置６０の下方に、遊技領域４０ａを流下する
パチンコ球が入賞可能な特別入賞装置６２が入賞装置貫通口４２ｂの下部に嵌め合わせて
配設されている。板部材４２には、遊技領域４０ａの下縁に沿って左右に離間して形成さ
れた飾り貫通口４２ｃの夫々に嵌め合わせて、下部飾り(飾り部材)６６が配設されている
。各下部飾り６６には、普通入賞装置６４の遊技領域４０ａに臨む普通入賞口６４ａが設
けられている(図４または図５参照)。更に、板部材４２には、別の飾り貫通口４２ｄに嵌
め合わせて、前部が遊技領域４０ａに突出する中間飾り６７が配設されている。更にまた
、板部材４２は、ゲート貫通口４２ｅに嵌め合わせて、球通過ゲート６８がパチンコ球の
通過を許容するゲート口６８ａを遊技領域４０ａに臨ませて配設されている。
【００２２】
(裏ユニット)
　図１１～図１７に示すように、前記裏ユニット５０は、遊技盤４０に配設される可動演
出装置８２,３００や発光装置８０,２００や発光演出部１００等が前側に配設されると共
に、図柄表示装置１３を後側に保持し得るよう構成される。実施例の裏ユニット５０は、
板部材４２の後面に取り付けられる裏ユニットベース５２と、この裏ユニットベース５２
の後側に取り付けられる裏ユニットボックス５４とから構成されている。なお、アクリル
等の樹脂板である板部材４２は、従来から遊技盤に多く用いられているベニヤ板と比べて
薄く、板部材４２と裏ユニットベース５２とを重ね合せた厚さがベニヤ板と同等になる。
【００２３】
(裏ユニットベース)
　図１３または図１４に示すように、裏ユニットベース５２は、透視不能な合成樹脂材(
例えばＡＢＳ樹脂等)で構成された板状の部材であって、外郭形状が板部材４２と略整合
する大きさおよび形状に形成されている。裏ユニットベース５２には、板部材４２の表示
貫通口４２ａより大きく遊技領域４０ａより小さい前開口５２ａが開設されて、前開口５
２ａの内側に設けられる表示部４１を囲う枠状に形成されている。裏ユニットベース５２
の前面は、前開口５２ａの開口周縁を板部材４２の後面に当接する外縁より後方に凹ませ
て設置凹部５３が設けられている(図１３または図１６参照)。設置凹部５３は、前開口５
２ａの左右の側部および上側に設けられ、該設置凹部５３における左右の側部に側部発光
装置８０が夫々配設されている(図１３参照)。また、設置凹部５３には、側部発光装置８
０の上側に発光演出部１００の後述する第１後発光部１０２が設置されると共に、該設置
凹部５３における板部材４２の飾り貫通口４２ｃの後側となる側部下側部位に第２前発光
部１４０の第２前発光基板１４４が設置されている。更に、設置凹部５３の上側部位分に
は、左側に偏った位置に装飾部品８４が配設されている。
【００２４】
　前記側部発光装置８０,８０、第１後発光部１０２,１０２および装飾部品８４は、設置
凹部５３に配設した状態で、各前面が裏ユニットベース５２の前面と略面一となる厚み寸
法に設定されている。すなわち、裏ユニットベース５２を板部材４２の後面に取付けた際
に、設置凹部５３に設置された各装置８０,８０,１０２,１０２および装飾部品８４が板
部材４２の後面に当接または近接するよう構成されている。また、左右の側部発光装置８
０,８０、第１後発光部１０２および装飾部品８４は、板部材４２に表示貫通口４２ａに
嵌合して配設された枠状装飾体７０に一部が前後で重なり、その他の部分は透明な板部材
４２を介して前面から視認し得る遊技領域４０ａの後方に臨むよう構成されている。なお
、左右の側部発光装置８０,８０については、図４に示す如く、枠状装飾体７０の窓口７
０ａの内側に一部が臨むようになっている。このように、遊技盤４０は、裏ユニットベー
ス５２の板厚に収まるように薄く構成されて透明な板部材４２を介して前側に現れる側部
発光装置８０,８０、第１後発光部１０２,１０２、装飾部品８４によって、遊技領域４０
ａを装飾および発光演出を行うことができる。
【００２５】
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(裏ユニットボックス)
　前記裏ユニットボックス５４は、透明な合成樹脂材(例えばＰＣ樹脂)からなり、略矩形
状に形成された設置板部５５の外縁から前方に向けて外壁片５６を突設した前側が開口す
る箱状に形成されている(図１７参照)。裏ユニットボックス５４は、設置板部５５の略中
央位置に後開口５４ａが開設され、この後開口５４ａに表面面を合わせて図柄表示装置１
３が該裏ユニットボックス５４の後面に取り付けられる。すなわち、遊技盤４０は、板部
材４２の表示貫通口４２ａ、裏ユニットベース５２の前開口５２ａおよび裏ユニットボッ
クス５４の後開口５４ａが前後に重なって、表示貫通口４２ａに配設した枠状装飾体７０
の内側に図柄表示装置１３の表示面が前側に臨む表示部４１が画成される。各外壁５６の
前端所要位置には、設置板部５５と平行に外方に向けて延在する複数のフランジ部５６ａ
が夫々形成されており、裏ユニットボックス５４は、各フランジ部５６ａの前面を裏ユニ
ットベース５２の後面に当接させて該ベース５２に取付けられる。すなわち、遊技盤４０
には、裏ユニットボックス５４の設置板部５５の前面と裏ユニットベース５２の後面との
間、および設置板部５５の前面と板部材４２の後面との間に装置や部材の設置空間が画成
される。
【００２６】
　図１５に示すように、前記裏ユニットボックス５４には、設置板部５５の前面に可動演
出装置８２,８２,３００、発光装置８０,８０,２００および発光演出部１００が配設され
ており、これらの装置８０,８０,８２,８２,１００,２００,３００が、後述する上部可動
演出装置３００の上部可動体３４０を除いて前記設置空間に収まるように構成されている
。実施例の遊技盤４０では、設置板部５５における後開口５４ａの上側に延在する上辺部
５５ａに上部可動演出装置３００が配設され、設置板部５５における後開口５４ａの側部
に延在する側辺部５５ｂの夫々に側部可動演出装置８２が配設され、設置板部５５におけ
る後開口５４ａの下側に延在する下辺部５５ｃに下部発光装置２００が配設されている。
このように、遊技盤４０には、表示部４１を囲んで上部可動演出装置３００、左右の側部
可動演出装置８２,８２、左右の側部発光装置８０,８０、下部発光装置２００および発光
演出部１００が設置され、これらの装置８０,８０,８２,８２,１００,２００,３００によ
って所要の演出を行い得るように構成される。
【００２７】
　図４または図５に示す如く、始動入賞装置６０は、板部材４２の前面にネジ固定される
第１取付ベース板６０ａの前面側に、遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な
上下の始動入賞口(入賞口)６０ｂ,６０ｃが設けられる。始動入賞装置６０は、第１取付
ベース板６０ａの後側に突出する装置本体部６０ｄが入賞装置貫通口４２ｂの上部を介し
て板部材４２の後側に突出すると共に、第１取付ベース板６０ａによって入賞装置貫通口
４２ｂの上部を塞いでいる。パチンコ機１０では、始動入賞装置６０の始動入賞口６０ｂ
,６０ｃへ入賞したパチンコ球が始動入賞センサ６１(図４９参照)で検出されることで、
図柄表示装置１３の表示面で図柄変動が開始されると共に、所定数(例えば５個)のパチン
コ球が賞球として上下の球受け皿１５,１６に払い出されるようになっている。なお、下
側の始動入賞口６０ｃを挟む左右位置には、相互に近接および離間するよう揺動可能な一
対の羽根部材(図示せず)が設けられている。始動入賞装置６０は、第１取付ベース板６０
ａの後面側に設けられた装置本体部６０ｄ(図１０参照)に設けた図示しないソレノイドに
より羽根部材を揺動することで、下側の始動入賞口６０ｃが開閉される。
【００２８】
　図４または図５に示す如く、前記特別入賞装置６２は、板部材４２の前面にネジ固定さ
れる第２取付ベース板６２ａに、前後に開口する横長の特別入賞口６２ｂが開設されると
共に、該第２取付ベース板６２ａの後面側に、該特別入賞口６２ｂを介してパチンコ球が
入賞可能な入賞空間が形成された装置本体部６２ｄ(図１０参照)が設けられている。また
、特別入賞装置６２は、特別入賞口６２ｂを開閉自在に閉成する開閉扉６２ｃを備え、こ
の開閉扉６２ｃを装置本体部６２ｄに設けた図示しないソレノイドにより開閉することで
、特別入賞口６２ｂが開閉されるようになっている。パチンコ機１０では、図柄表示装置



(10) JP 5357657 B2 2013.12.4

10

20

30

40

50

１３で行なわれる図柄変動演出の結果、該図柄表示装置１３に所定の図柄組み合わせ(例
えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止表示されることで所謂「大当り」が発生する。
これにより、パチンコ機１０では、特別入賞装置６２の特別入賞口６２ｂが開放され、特
別入賞口６２ｂに入賞したパチンコ球が特別入賞センサ６３(図４９参照)で検出されるこ
とで、多数の賞球が上下の球受け皿１５,１６に払い出されるよう構成される。なお、始
動入賞装置６０の装置本体部６０ｄおよび特別入賞装置６２の装置本体部６２ｄは、板部
材４２に穿設された入賞装置貫通口４２ｂを介して板部材４２の後方に突出し、両装置本
体部６０ｄ,６２ｄが、下部発光装置２００に該装置本体部６０ｄ,６２ｄに対応して形成
された入賞装置収容部２０１に収容されるようになっている(図１５参照)。
【００２９】
　前記板部材４２の前面には、遊技領域４０ａにおける枠状装飾体７０の左側に位置して
、該遊技領域４０ａを流下するパチンコ球が通過可能なゲート口６８ａを有する球通過ゲ
ート６８が配設されている(図４または図５参照)。球通過ゲート６８には、ゲート口６８
ａを通過するパチンコ球を検出した際に、図示しない普通図柄表示装置における普通図柄
の変動表示の契機となる入球検知信号を出力する普通図柄入球検出手段(図示せず)が配設
されている。この普通図柄入球検出手段は、主制御装置３２に電気的に接続され、該主制
御装置３２は、球通過ゲート２１を通過するパチンコ球を普通図柄入球検出手段が検出し
たことを条件として、始動入賞装置６０の羽根部材を開放するか否かの抽選を行なうよう
設定されている。
【００３０】
(枠状装飾体)
　図４または図５に示すように、前記板部材４２には、センター役物とも称される大型の
装飾部材である枠状装飾体７０が表示貫通口４２ａに対して配設されている。枠状装飾体
７０は、表示貫通口４２ａの開口縁に合わせて形成された枠状の部材であって、前後に開
口する窓口７０ａが内側に画成されている(図１８参照)。遊技盤４０は、枠状装飾体７０
の窓口７０ａの内側に表示部４１が設けられて、表示部４１を囲う枠状装飾体７０により
表示部４１の周囲を装飾すると共に、枠状装飾体７０によって遊技領域４０ａと表示部４
１とを区画している(図４参照)。
【００３１】
　前記枠状装飾体７０は、板部材４２の前面に当接して該板部材４２へのネジ止め部位と
なる設置片部７１と、この設置片部７１の後面に後方に突出形成されて、表示貫通口４２
ａの開口縁に合わせて延在する嵌合片部７２と、設置片部７１の前面から前方に突出形成
されて、該枠状装飾体７０の上縁部から左右両側縁部に亘って延在する庇状部７３とを備
えている(図１８～図２２参照)。そして、枠状装飾体７０は、嵌合片部７２を表示貫通口
４２ａに挿入して設置片部７１を介してネジ止めすることで取り付けられる。枠状装飾体
７０は、嵌合片部７２が表示貫通口４２ａに嵌合することで、遊技盤面に沿う上下左右方
向の移動が規制されており(図７参照)、庇状部７３によって遊技領域４０ａに打ち出され
たパチンコ球が窓口７０ａを横切って流下するのを規制している。
【００３２】
　前記枠状装飾体７０は、窓口７０ａの下縁をなす下縁部上面が遊技領域４０ａから取り
込んだパチンコ球を左右の転動させるステージ７４として構成されている(図１８参照)。
遊技盤４０では、ステージ７４の後側に下部発光装置２００が配設されてステージ７４の
周りを発光演出し得るようになっている。枠状装飾体７０は、庇状部７３の左側部におい
て遊技領域４０ａに開口し、遊技領域４０ａから取り込んだパチンコ球を下方に位置する
ステージ７４の左側部に案内する球通入部７５を備えている。また、枠状装飾体７０には
、窓口７０ａの下部領域を覆う後壁部７６が設けられ、ステージ７４の後側が後壁部７６
で塞がれている(図１８または図２１参照)。後壁部７６は、光透過性を有する樹脂部材か
ら形成されて、実施例では透明である。後壁部７６は、上端に前方に突出する上庇片７６
ａを備え、遊技領域４０ａから取り込んだパチンコ球が裏ユニット５０側に落ちるのを上
庇片７６ａにより防止している。ステージ７４は、中央部が上向きの凸になる円弧状に形
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成されると共にこの中央部を挟んで左右が底になるように形成されている(図１８参照)。
ここで、ステージ７４は、中央部の高さが球通入部７５におけるパチンコ球の放出口より
低く設定されており、パチンコ球が中央部の山を越えて左右に大きく転動するよう構成さ
れる。ステージ７４は、光透過性を有する部材でパチンコ球の転動面が形成されており、
更に光拡散処理も施されている。なお、ステージ７４の下側を構成する枠状装飾体７０の
下縁部前面は、光を透過しないようになっている。
【００３３】
　ここで、本願で云う光拡散処理とは、例えば光透過性を有する部材の表面に凹凸を形成
するような表面加工や、光反射性を有する微粒子を含有する光拡散インクを種々の濃度分
布で光透過性を有する部材の表面に印刷または塗布等する例えばドット加工や、部材を構
成する樹脂自体に光反射性を有する微粒子を分散させる例えばラメ加工や、透過する光の
屈折率を変える加工や、透過する光を乱反射させる加工等を指し、１つの加工だけであっ
ても、複数の加工を組み合わせてもよい。なお、表面加工の具体例としては、溝加工、ダ
イヤモンドカット加工、シボ加工、ブラスト加工、ローレット加工などが挙げられ、光の
屈折率を変える加工としては、部材の表面に該部材と屈折率が異なる微細な凹凸を設けた
シートレンズの如きものが挙げられる。
【００３４】
　前記枠状装飾体７０は、後壁部７６にステージ７４の中央に臨ませて開設された通入口
７７ａから取り込んだパチンコ球を、ステージ７４の中央下側に位置して始動入賞口６０
ｂの上方に開口する通出口７７ｂに案内する球通路７７を備えている。球通路７７は、後
壁部７６とこの後壁部７６で後面を塞がれる枠状装飾体７０の下縁部との間に、上端が通
入口７７ａに連通してステージ７４の後側を上下方向に延在する上下経路が形成されてい
る(図７参照)。また、枠状装飾体７０の下縁部には、前記上下経路の下端に連通してステ
ージの下側を前後に延在し、通出口７７ｂに連通する前後経路が前後に貫通形成されてい
る(図１８参照)。ここで、後壁部７６では、球通路７７の上下経路を画成する流下部７８
が後側に凸になるよう突出形成されている(図２０参照)。流下部７８は、平断面視で外形
が円弧状に形成されており(図２２参照)、枠状装飾体７０の下縁部を覆う後壁部７６の後
面中央に該下縁部の上下に亘って形成されている(図１９参照)。流下部７８は、光透過性
を有しており、実施例では透明になっている。
【００３５】
　このように、パチンコ機１０では、ステージ７４を転動したパチンコ球が通入口７７ａ
に入れば球通路７７を介して、図柄変動ゲームの契機になる始動入賞口６０ｂへの入賞確
率が高いルートとなる該始動入賞口６０ｂの上方の通出口７７ｂからパチンコ球が放出さ
れるようになっている。すなわち、ステージ７４で転動するパチンコ球の動きは、遊技者
が注視するポイントの１つになっており、ステージ７４の転動面および後壁部７６が光を
透過するので下部発光装置２００の発光によりステージ７４を転動するパチンコ球を光に
より演出できる。また、球通路７７は、後面が透明な流下部７８(後壁部７６)で構成され
ると共に、上面が光透過性を有する転動面で構成されているので、球通路７７を通過する
パチンコ球についても下部発光装置２００の発光により発光演出される。
【００３６】
（普通入賞装置）
　前記板部材４２には、枠状装飾体７０の下方位置に、特別入賞装置６２を挟む左右両側
に普通入賞口６４ａが夫々設けられている(図５参照)。実施例では、図５に示す如く、特
別入賞装置６２を挟む左側および右側の夫々に飾り貫通口４２ｃを塞いで設けられた下部
飾り６６に、遊技領域４０ａに臨む普通入賞口６４ａが設けられている。各下部飾り６６
には、２つの普通入賞口６４ａ,６４ａが、階段状となるよう上下および左右に離間して
設けられている。そして、パチンコ機１０では、普通入賞口６４ａに入賞したパチンコ球
を、裏ユニット５０における裏ユニットボックス５４の下部に設けた球流下路５８で案内
するようになっている(図１５または図１７参照)。そして、パチンコ機１０では、球流下
路５８の下流側に設けた普通入賞センサ６５(図４９参照)でパチンコ球を検出することで
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、所定数(例えば１０個)の賞球が上下の球受け皿１５,１６に払い出されるようになって
いる。
【００３７】
　前記遊技盤４０には、遊技領域４０ａの最下部、すなわち特別入賞装置６２の下側には
、始動入賞口６０ｂ,６０ｃ、特別入賞口６２ｂおよび各普通入賞口６４ａに入賞するこ
となく流下したパチンコ球を機裏側に排出するアウト口４６が形成されている。
【００３８】
　前記遊技盤４０(裏ユニット５０)の後面に着脱可能に配設される図柄表示装置１３の裏
面には、図２に示す如く、該図柄表示装置１３の表示を制御する演出表示制御装置３５が
配設されている。また、図柄表示装置１３の後面には、側部可動演出装置８２,８２、上
部可動演出装置３００を動作または発光制御したり、各種発光装置８０,２００および発
光演出部１００を発光制御したり、スピーカ３３の効果音出力制御等を行なう統括制御装
置３６が、演出表示制御装置３５に隣接して配設されている。パチンコ機１０では、制御
装置同士または制御装置と遊技部品である可動演出装置８２,８２,３００、発光装置８０
,２００、発光演出部１００、図柄表示装置１３、スピーカ３３、始動入賞センサ６１、
特別入賞センサ６３および普通入賞センサ６５等が配線または中継基板８６(図６参照)を
介して電気的に接続される(図４９参照)。
【００３９】
　前記主制御装置３２には、始動入賞口６０ｂ,６０ｃに入賞したパチンコ球を検出した
始動入賞センサ６１からの検出信号や、特別入賞口６０ｂに入賞したパチンコ球を検出し
た特別入賞センサ６３からの検出信号や、普通入賞口６４ａに入賞したパチンコ球を検出
した普通入賞センサ６５からの検出信号が入力される。主制御装置３２は、制御動作を所
定の手順で実行することができる主制御用ＣＰＵ、主制御用ＣＰＵの制御プログラムを格
納する主制御用ＲＯＭおよび必要なデータの書き込みおよび読み出しができる主制御用Ｒ
ＡＭ等の電子部品(何れも図示せず)を備えている。
【００４０】
　前記主制御装置３２は、大当り判定用乱数、大当り図柄用乱数や変動パターン振分用乱
数などの各種乱数の値を所定の周期毎に更新し、更新後の値を主制御用ＲＡＭの設定領域
に記憶(設定)することで更新前の値を書き換えており、乱数更新処理(乱数生成処理)を実
行するようになっている。例えば、主制御装置３２では、始動入賞センサ６１から検出信
号が入力されると、主制御用ＣＰＵが主制御用ＲＯＭから大当り判定用乱数を取得し、こ
の大当り判定用乱数と主制御用ＲＡＭの大当り判定値とを比較し、大当りとするか否かの
大当り抽選(大当り判定)を行なう。また主制御装置３２では、前記大当り判定の結果が大
当りの場合には、大当り演出のみが含まれる変動パターンテーブルから大当り演出を決定
する。これに対して、前記大当り判定の結果がはずれの場合には、はずれ演出のみが含ま
れる変動パターンテーブルからはずれ演出を決定する。大当り演出およびはずれ演出の決
定は、前記大当り判定と同様に、主制御用ＣＰＵが主制御用ＲＯＭから取得した乱数によ
り行なう。なお、変動パターンテーブルから決定される大当り演出およびはずれ演出の変
動パターンは、少なくとも図柄変動ゲームの変動時間および演出内容を特定するものであ
る。そして、パチンコ機１０では、主制御装置３２の抽選結果に応じて出力された統括制
御装置３６の制御信号に基づいて、演出表示制御装置３５が図柄表示装置１３に所定の演
出表示を行なわせると共に、主制御装置３２の制御により出力された払出し制御装置２９
の制御信号に基づいて、球払出し装置２７ａによって所定数の賞球が払い出される。また
、パチンコ機１０では、統括制御装置３６の制御信号に基づいて、可動演出装置８２,８
２,３００を作動させたり、各発光装置８０,８０,２００および発光演出部１００を発光
させたり、スピーカ３３から効果音を出力するようになっている。
【００４１】
(発光演出部)
　図４に示すように、前記遊技盤４０は、表示部４１を挟んで線状に延在するように設け
られた発光演出部１００を有し、この発光演出部１００による発光と表示部４１での画面
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表示とを組み合わせて演出を行うよう構成されている。発光演出部１００は、板部材４２
および裏ユニット５０に配設された複数の発光部１０２,１０２,１２０,１２０,１４０,
１４０から構成されている。ここで、発光演出部１００は、表示部４１を挟んで対をなす
少なくとも２つの発光部１０２,１０２,１２０,１２０,１４０,１４０を有している。こ
こで、発光部１０２,１０２,１２０,１２０,１４０,１４０が「対をなす」とは、発光部
１０２,１０２,１２０,１２０,１４０,１４０における長手の延在ライン(ライン用ＬＥＤ
(発光体)の並び方向)および表示部４１における画面表示との関係で、遊技領域４０ａを
横切る１つの発光ラインを構成する関係をいう。実施例の発光演出部１００は、表示部４
１の上側に設けられた第１発光部１０２,１０２と、表示部４１の下側に設けられた第２
発光部１２０,１２０,１４０,１４０とで構成される発光部組を２組備えている。また、
発光演出部１００は、第１発光部１０２,１０２と第２発光部１２０,１２０,１４０,１４
０とからなる発光部組が、表示部４１での画面表示を含めて遊技領域４０ａにおいて斜め
に延在する発光ラインを形成するように配置されている。遊技盤４０には、２組の発光部
組の延在ラインが表示部４１の前側で交差するように、各発光部組の第１発光部１０２,
１０２および第２発光部１２０,１２０,１４０,１４０が配置され、遊技領域４０ａにお
いて２つの発光ラインが「Ｘ」状になるよう構成される。
【００４２】
　前記遊技盤４０には、一方の発光部組を構成する第１発光部１０２が遊技領域４０ａの
右上から該遊技領域４０ａの中央部に配置された表示部４１の右上角部に向けて斜めに設
けられ、この第１発光部１０２と対をなす第２発光部１２０,１４０が、遊技領域４０ａ
の左下から表示部４１の左下角部に向けて斜め設けられている(図４および図５参照)。こ
のように、一方の発光部組を構成する発光部１０２,１２０,１４０は、右から左に向かう
につれて下方傾斜するように延在している。これに対して、遊技盤４０には、他方の発光
部組を構成する第１発光部１０２が遊技領域４０ａの左上から表示部４１の左上角部に向
けて斜めに設けられ、この第１発光部１０２と対をなす第２発光部１２０,１４０が、遊
技領域４０ａの右下から表示部４１の右下角部に向けて斜めに設けられている。このよう
に、他方の発光部組を構成する発光部１０２,１２０,１４０は、左から右に向かうにつれ
て下方傾斜するように延在している。そして、遊技盤４０では、表示部４１を挟んで対を
なす発光部１０２,１２０,１４０の延在ラインに沿った画面表示を図柄表示装置１３で行
うと共に表示部４１を発光することで、表示部４１で分断された上下の発光部１０２,１
２０,１４０の間を埋めて１つに連なった発光ラインが構成される。
【００４３】
　前記第１発光部１０２,１０２および第２発光部１２０,１２０,１４０,１４０は、板部
材４２の後側に設けられる後発光部１２０および板部材４２の前側に臨む前発光部１４０
から構成されるものと、板部材４２の後側に設けられる後発光部１０２だけから構成され
るものとが組み合わせられている(図４参照)。なお、第１発光部のうち板部材４２の後側
に設けられるものを第１後発光部１０２といい、第１発光部のうち板部材４２の前側に臨
むものを第１前発光部(実施例の遊技盤４０では設けられていないが、設置することも可
能である。)という。同様に、第２発光部のうち板部材４２の後側に設けられるものを第
２後発光部１２０といい、第２発光部のうち板部材４２の前側に臨むものを第２前発光部
１４０という。
【００４４】
　前記発光演出部１００は、裏ユニット５０の裏ユニットベース５２に設けられる発光部
１０２と、該裏ユニットベース５２における前開口５２ａの内側に臨む裏ユニットボック
ス５４の前側に設けられる発光部１２０とを備えている。実施例では、第１後発光部１０
２が裏ユニットベース５２の前面に設けられ(図１３または図１６参照)、第２後発光部１
２０が裏ユニットボックス５４の前面に設けられている(図１５または図１７参照)。また
、第２前発光部１４０は、一部の構成部材が裏ユニットベース５２の前面に設けられ(図
１３または図１６参照)、残りの部材が板部材４２に設けられている(図４または図５参照
)。このように、発光演出部１００は、複数の発光部１０２,１２０,１４０を裏ユニット
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５０の裏ユニットベース５２および裏ユニットボックス５４にバランスよく配置すること
で、遊技盤４０においてスペースを有効利用している。
【００４５】
　図４～図１７に示すように、各発光部１０２,１２０,１４０は、単数または複数の発光
基板１０４,１２４Ａ,１２４Ｂ,１４４に亘り並べて配設された複数のライン用ＬＥＤ(発
光体)１０６,１２６,１４６と、このライン用ＬＥＤ１０６,１２６,１４６の前側を覆っ
て設けられた透光部材１０８,１２８,１４８とから基本的に構成される。発光部１０２,
１２０,１４０を構成するライン用ＬＥＤ１０６,１２６,１４６は、発光基板１０４,１２
４Ａ,１２４Ｂ,１４４において前述した発光ラインをなす所定方向に一列(実施例)または
複数列で並べられている。また、各発光部１０２,１２０,１４０は、透光部材１０８,１
２８,１４８に光拡散処理が施されて、後側に位置するライン用ＬＥＤ１０６,１２６,１
４６から照射される光を拡散して該透光部材１０８,１２８,１４８全体が光っているよう
に発光演出される。実施例の透光部材１０８,１２８,１４８は、光拡散処理として後面に
縦目ローレット加工を施した如き凹凸が設けられ、ライン用ＬＥＤ１０６,１２６,１４６
の並び方向と交差する刻み目が該並び方向全体に亘って並設されている、
【００４６】
　前記発光演出部１００の各発光部１０２,１２０,１４０についてより具体的に説明する
。
【００４７】
(第１発光部)
　実施例の発光演出部１００は、表示部４１の上側に配置される各第１発光部が第１後発
光部１０２だけから構成されている。第１後発光部１０２は、裏ユニットベース５２の前
面に配設されて、透明な板部材４２を介して遊技領域４０ａの前側に現れるようになって
いる(図４または図５参照)。裏ユニットベース５２には、一方の発光部組および他方の発
光部組の夫々に対応して２つの第１後発光部１０２,１０２が、該裏ユニットベース５２
の設置凹部５３の上部に左右に離間して配置されている(図１３参照)。すなわち、右側(
一方の発光部組)の第１後発光部１０２は、遊技領域４０ａにおける枠状装飾体７０の右
上側に現れ、左側(他方の発光部組)の第１後発光部１０２は、遊技領域４０ａにおける枠
状装飾体７０の右上側に現れるようになっている(図４または図５参照)。なお、実施例で
は、裏ユニットベース５２の設置凹部５３の各側部に夫々配設されて、遊技領域４０ａの
側部を発光演出する側部発光装置８０の上部に隣接して、各第１後発光部１０２が配設さ
れている(図１１または図１２参照)。
【００４８】
　前記第１後発光部１０２は、裏ユニットベース５２の設置凹部５３に配設された１つの
第１後発光基板１０４と(図８,図９または図１４参照)、この第１後発光基板１０４の前
面に上側から下側に向かうにつれて中央側に偏倚する斜めに一列に並ぶ複数のライン用Ｌ
ＥＤ１０６と(図８または図９参照)、このライン用ＬＥＤ１０６の前側を覆う第１後透光
部材１０８とを備えている(図１６参照)。また、第１後発光部１０２は、この第１後透光
部材１０８におけるライン用ＬＥＤ１０６の並び方向に沿う両側に設けられた一対の第１
後隔壁部(隔壁部)１１０,１１０を備えている(図４参照)。
【００４９】
　前記第１後発光部１０２は、第１後透光部材１０８および第１後隔壁部１１０の前面が
、設置凹部５３の外側を囲って板部材４２の後面に当接する当接面と同一または僅かに後
側に下がった略同一になるよう構成されている。すなわち、第１後発光部１０２は、裏ユ
ニットベース５２を板部材４２に取り付けた際に、第１後透光部材１０８および第１後隔
壁部１１０の前面が板部材４２の後面に対して当接または近接して配置される(図８また
は図９参照)。第１後透光部材１０８は、後側に開口するトレイ状に形成されると共に、
対応の第１後発光基板１０４を囲んで裏ユニットベース５２の前面に取り付けられている
。また、第１後透光部材１０８は、両脇に設置された第１後隔壁部１１０,１１０の間か
ら前側に臨む部分が下から上に向かうにつれて幅広になるよう形成されている(図１１ま
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たは図１２参照)。第１後発光部１０２は、第１後透光部材１０８の前面から光を照射す
るだけでなく、両第１後隔壁部１１０,１１０の下端間から表示部４１に臨む第１後透光
部材１０８の下端面からも光を照射し得るようになっている。
【００５０】
　前記第１後隔壁部１１０は、めっき等の光を反射する処理または光を反射する素材から
形成されており、光を透過しないようになっている。第１後隔壁部１１０は、第１後透光
部材１０８の側面に沿って延在する片部を基本として構成され、この片部の前板が第１後
透光部材１０８の側縁の縁取りを形成すると共に、第１後発光部１０２の周囲の飾りの一
部となっている。また、第１後隔壁部１１０は、第１後発光基板１０４とこの第１後発光
基板１０４の前側に離間配置された第１後透光部材１０８の前板との間を塞ぐように構成
される。すなわち、第１後発光部１０２は、ライン用ＬＥＤ１０６の側方が第１後隔壁部
１１０で囲われている。第１後隔壁部１１０は、ライン用ＬＥＤ１０６に臨む面およびこ
の面と反対側の面の両方(実施例)またはいずれか一方が光を反射するよう形成されている
。
【００５１】
　右側に位置する第１後発光部１０２の第１後隔壁部１１０は、第１後透光部材１０８の
前面および側面に沿って延在する断面Ｌ字状の片部を上端間および下端間で接続した１つ
の部材として構成されている。また、右側の第１後隔壁部１１０は、第１後透光部材１０
８の左側全体に亘って塞ぐ一方、第１後透光部材１０８の右側上部から中間部分に亘って
塞ぐよう構成されている。これに対して、左側に位置する第１後発光部１０２は、第１後
透光部材１０８を挟んで一対の第１後隔壁部１１０,１１０が配設されている。そして、
第１後発光部１０２は、一対の第１後隔壁部１１０,１１０によって第１後透光部材１０
８の両側を挟んでライン用ＬＥＤ１０６の設置部分と他の領域とを区画している。
【００５２】
　このように、第１後発光部１０２は、ライン用ＬＥＤ１０６の並び方向に沿って延在す
る第１後隔壁部１１０によってライン用ＬＥＤ１０６の光が側方に漏れるのを防止でき、
第１後発光部１０２による発光演出に際して、該第１後発光部１０２の側方領域が光るこ
とを回避できる。すなわち、第１後発光部１０２は、発光ラインを構成する第１後透光部
材１０８の露出面だけを明輝させることができ、発光演出をより強調することができる。
また、第１後発光部１０２は、該第１後発光部１０２に隣接して設置された側部発光装置
８０等の他の発光装置から照射された光が第１後透光部材１０８に入射することを第１後
隔壁部１１０によって阻むことができる。従って、遊技盤４０は、第１後発光部１０２と
他の発光装置との間で発光演出を明確に切り分けることができるから、夫々の部位で行わ
れる発光演出が強調され、演出効果を向上することができる。
【００５３】
　右側に位置する第１後発光部１０２は、第１後透光部材１０８の前側に別の透光部材１
１２(以下、透光カバーという。)を備えている。遊技盤４０は、裏ユニットベース５２と
板部材４２とを組み付けた際に、板部材４２の表示貫通口４２ａに嵌め込まれた枠状装飾
体７０の上縁右側部が右側の第１後透光部材１０８の下側部分に重なるように構成されて
いる(図４または図５参照)。枠状装飾体７０は、透明な板部材４２を挟んで第１後透光部
材１０８の下側部分の前側に重なる部分に発光用開口７０ｂが開設されて(図１０,図１９
または図２２参照)、この発光用開口７０ｂを塞ぐように透光カバー１１２が枠状装飾体
７０に配設されている。透光カバー１１２は、枠状装飾体７０において板部材４２の前面
から表示部４１の上および側部を囲うように前方へ突出して表示部４１と遊技領域４０ａ
とを区画する庇状部７３の前面を構成するよう取り付けられ、板部材４２の前面と離間し
ている。
【００５４】
　前記透光カバー１１２は、光拡散処理が施されて、後側に位置するライン用ＬＥＤ１０
６から照射される光を拡散して該透光カバー１１２全体が光っているように発光演出され
る。また、透光カバー１１２は、右から左に向かうつれて下方傾斜するように斜めに延在
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する左側の第１後透光部材１０８に合わせて斜めに延在するように形成されている(図１
８または図２１参照)。すなわち、透光カバー１１２は、枠状装飾体７０の上側に透明な
板部材４２を介して遊技領域４０ａに臨む第１後発光部１０２における第１後透光部材１
０８の上側部分と一続きのラインを構成している(図４参照)。更に、透光カバー１１２は
、板部材４２の前面に対して略垂直に立ち上がった枠状装飾体７０の庇状部７３の上縁か
ら下方(表示部４１側)に向かうにつれて後方へ湾曲するように形成されている(図８参照)
。なお、透光カバー１１２は、枠状装飾体７０の庇状部７３における表示部４１に臨む下
端面も構成しており、透光カバー１１２を介して第１後発光部１０２から照射した光を前
側だけでなく、表示部４１側にも照射し得るようになっている。
【００５５】
　前記枠状装飾体７０は、庇状部７３の露出面全体がめっき等の反射処理を施すことで光
を反射するよう構成されると共に、透光カバー１１２の後側において表示用開口７０ｂを
画成するように該透光カバー１１２の両側に沿って延在する枠状装飾体７０の内壁部分に
ついても光を反射するよう構成されている。すなわち、右側の第１後発光部１０２は、枠
状装飾体７０の内壁部分によってライン用ＬＥＤ１０６から照射した光を反射して透光カ
バー１１２を明輝させることができる。
【００５６】
　このように、第１後発光部１０２に合わせて枠状装飾体７０に透光カバー１１２を設け
ることで、右側の第１後発光部１０２と表示部４１での画面表示との間を枠状装飾体７０
で分断することなく、遊技領域４０ａから表示部４１での図柄表示が一続きになった発光
ラインを形成することができる。すなわち、第１後発光部１０２による発光演出と表示部
４１での画面表示との一体感を向上し得るので、発光演出部１００による演出効果をより
強調できる。また、透光カバー１１２は、板部材４２の前面から前方へ突出した庇状部７
３に配設しているので、板部材４２と該板部材４２の前側を覆うガラス板１４ａとの間の
スペースで立体的な形状とすることができる。右側の第１後発光部１０２は、発光ライン
が平面的ではなく、透光カバー１１２の前後方向への湾曲形状によって発光ラインに立体
感を持たせることができ、発光ラインをより大きく見せることができる。
【００５７】
　前記遊技盤４０では、裏ユニット５０の後側に図柄表示装置１３が取り付けられる構成
であるので、表示部４１において画面表示を行う図柄表示装置１３の表示面が遊技領域４
０ａより後方(奥側)に位置している。右側の第１後発光部１０２は、上から表示部４１側
に向かうにつれて透光カバー１１２が後方へ偏倚するように形成してあるので、図柄表示
装置１３の表示面と第１後発光部１０２との間の段差を小さくすることができ、表示部４
１での発光ラインを構成する画面表示と第１後発光部１０２による発光ラインとの一体感
を増すことができる。しかも、透光カバー１１２の立体形状によって、第１後発光部１０
２がなす発光ラインが遊技領域４０ａの中央部に位置する表示部４１に向けて収束するよ
うな印象を与えることができ、注目度の高い表示部４１での画面表示を好適に発光装飾し
得る。
【００５８】
(第２発光部)
　実施例の発光演出部１００は、表示部４１の下側に配置される第２発光部が、板部材４
２の後側に設けられる第２後発光部１２０と、板部材４２の前側に臨む第２前発光部１４
０とを組み合わせて構成されている。発光演出部１００は、２組の発光部組に対応して第
２発光部１２０,１４０を左右に離間して２組備えている(図４参照)。各第２発光部は、
第２後発光部１２０が表示部４１の下縁から下方に向かうにつれて外側に偏倚するように
斜めに設置され、第２前発光部１４０が対応の第２後発光部１２０の下端から下方に向か
うにつれて外側に偏倚するように設置されている。すなわち、遊技盤４０には、表示部４
１の下側に２組の第２発光部１２０,１２０,１４０,１４０によって「ハ」の字状に延在
する発光ラインが形成されている。なお、発光演出部１００は、右側の第１発光部１０２
と左側の第２発光部１２０,１４０とが一方の発光部組を形成し、左側の第１発光部１０
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２と右側の第２発光部１２０,１４０とが他方の発光部組を形成している。実施例の発光
演出部１００では、２組の第２発光部１２０,１２０,１４０,１４０が左右対称な構成で
あるので、一方の発光部組を構成する左側の第２発光部１２０,１４０を例に挙げて以下
に説明する。
【００５９】
(第２後発光部)
　前記第２後発光部１２０は、裏ユニットボックス５４の下辺部５５ｃ前面に配設されて
、裏ユニットベース５２の前開口５２ａを介して前側に現れる下部発光装置２００の一部
として設けられている(図１１または図１２参照)。第２後発光部１２０は、下部発光装置
２００における構成部材の設置基体となる下部ベース部材２０２の前面に配設されて、表
示部４１の下縁を構成する下部発光装置２００の上端から下端にかけて斜めに設けられて
いる。下部発光装置２００は、板部材４２の表示貫通口４２ａの内側下部に上側部分が位
置すると共に、下側部分が板部材４２の後側に位置するようになっている(図７参照)。こ
こで、下部発光装置２００は、表示貫通口４２ａに嵌め合わせられた枠状装飾体７０の内
側下部を塞いでいる透明な後壁部７６の後側に上側部分が位置し、第２後発光部１２０が
後壁部７６の後側から枠状装飾体７０の下縁部に設けられたステージ７４を横切って板部
材４２の後側に延在するよう構成される(図４参照)。すなわち、第２後発光部１２０は、
ステージ７４より上側に延在する上側部分が枠状装飾体７０の透明な後壁部７６を介して
前側に現れると共に、ステージ７４より下側に延在する下側部分が透明な板部材４２を介
して遊技領域４０ａに現れるようになっている。
【００６０】
　前記第２後発光部１２０は、複数(実施例では２つ)の第２後発光基板１２４Ａ,１２４
Ｂに亘って並べて配設された複数のライン用ＬＥＤ(第１の発光体)１２６と、この複数の
ライン用ＬＥＤ１２６の前側を覆って設けられた第２後透光部材１２８とを備えている(
図４７または図４８参照)。また、第２後発光部１２０は、第２後透光部材１２８におけ
るライン用ＬＥＤ１２６の並び方向に沿う両側に設けられた第２後隔壁部１３０,１３０
を備えている(図１１または図１２参照)。複数のライン用ＬＥＤ１２６は、表示部４１の
下縁から下方に向かうにつれて外側に偏倚するように斜めに、かつ一列(実施例)または複
数例で第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂの前面に並べて配設されている(図１７参照)。
ここで、第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂは、第２後発光部１２０とは別の領域を照ら
す下部発光装置２００の装置用ＬＥＤ(第２の発光体)２０４が設置される発光基板として
共用されている。なお、下部発光装置２００では、ライン用ＬＥＤ１２６と装置用ＬＥＤ
２０４とが独立して発光制御され、ライン用ＬＥＤ１２６は第１後発光部１０２や第２前
発光部１４０のライン用ＬＥＤ１０６,１４６と連動して発光制御される。
【００６１】
　前記下部発光装置２００では、２つの第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂが上下の位置
関係で並べて(図１７参照)、下部ベース部材２０２に設置されている。上側に位置する上
第２後発光基板(第１の発光基板)１２４Ａの前面には、左右の第２後発光部１２０,１２
０のライン用ＬＥＤ１２６,１２６が設置されると共に、左右のライン用ＬＥＤ１２６,１
２６に挟まれた内側および各ライン用ＬＥＤより外側の夫々に装置用ＬＥＤ２０４が配設
されている。これに対して、下側に位置する下第２後発光基板(第２の発光基板)１２４Ｂ
は、下部発光装置２００の下部領域の左右に夫々設置され、対応する側部の第２後発光部
１２０を構成するライン用ＬＥＤ１２６が外側に配設されると共に、このライン用ＬＥＤ
１２６より内側に装置用ＬＥＤ２０４が配設されている。すなわち、下部発光装置２００
は、上部領域の略全体に対応する１枚の上第２後発光基板１２４Ａと、下部領域の左右の
側部の夫々に対応する２枚の下第２後発光基板１２４Ｂ,１２４Ｂとを備えている。
【００６２】
　前記第２後発光部１２０は、上第２後発光基板１２４Ａとこの上第２後発光基板１２４
Ａの下側に並ぶ下第２後発光基板１２４Ｂ,１２４Ｂとが前後方向に段差を設けて設置さ
れている(図８または図９参照)。第２後発光部１２０では、表示部４１側に位置する上第
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２後発光基板１２４Ａに比べて下第２後発光基板１２４Ｂ,１２４Ｂが前側に設置されて
おり、上第２後発光基板１２４Ａのライン用ＬＥＤ１２６がステージ７４より上側部分の
発光演出を主に担い、下第２後発光基板１２４Ｂのライン用ＬＥＤ１２６がステージ７４
より下側部分の発光演出を主に担うよう構成される。
【００６３】
　前記第２後発光部１２０の第２後透光部材１２８は、下部発光装置２００の前面を構成
する前板１２８ａの長手辺両側に後側に向けて延出する側片１２８ｂ,１２８ｂを備える
後側に開口する透明な箱状部材であって(図４７または図４８参照)、長手辺がライン用Ｌ
ＥＤ１２６の並び方向に沿って延在している(図１７参照)。第２後透光部材１２８は、上
第２後発光基板１２４Ａおよび下第２後発光基板１２４Ｂのライン用ＬＥＤ１２６を一体
的に覆うように構成され、両側片１２８ｂ,１２８ｂの後端が上下の第２後発光基板１２
４Ａ,１２４Ｂの段差に対応して段差形状になっている。また、第２後透光部材１２８は
、上端部に側片１２８ｂの後端より後方に向けて突出形成された上端突片１２８ｃを有し
、第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂに側片の後端を突き当てて下部発光装置２００に取
り付けた際に、上端突片１２８ｃが下部発光装置２００の表示部４１に臨む上端面を構成
するようになっている。
【００６４】
　前記第２後透光部材１２８は、ライン用ＬＥＤ１２６の前側を覆う前板に光拡散処理が
施されて、後側に位置するライン用ＬＥＤ１２６から照射される光を拡散して該前板全体
が光っているように発光演出される。また、第２後発光部１２０は、上端面が第２後透光
部材１２８の上端突片１２８ｃで構成されているので、ライン用ＬＥＤ１２６からの光を
前側だけでなく、表示部４１側にも照射し得るようになっている。
【００６５】
　前記第２後透光部材１２８は、前板１２８ａが表示部４１側に向かって後方へ下がるよ
うに形成されている(図８または図９参照)。具体的には、第２後透光部材１２８は、前板
１２８ａが表示部４１側の上側部分に比べて下側部分が前側に位置するよう段状に形成さ
れ、該前板１２８ａが上側部分から下側部分に向かうにつれて前方へなだらかに湾曲して
いる。なお、第２後透光部材１２８の前板１２８ａにおける湾曲部分が、ステージ７４の
後側に配置されている。このように、第２後発光部１２０は、後側に位置する第２後発光
基板１２４Ａ,１２４Ｂの前後位置に合わせて第２後透光部材１２８における前板１２８
ａの前後位置が異なるように形成されている。すなわち、第２後発光部１２０は、奥側(
後側)に位置する上第２後発光基板１２４Ａに合わせて第２後透光部材１２８の上側部分
が後側に位置するよう形成され、手前側(前側)に位置する下第２後発光基板１２４Ｂに合
わせて第２後透光部材１２８の下側部分が前側に位置するよう形成される。第２後発光部
１２０は、第２後透光部材１２８における下側部分の前面が、裏ユニットベース５２の前
面と同一または僅かに後方に下がった略同一に設定され、裏ユニット５０を板部材４２に
取り付けた際に、板部材４２の後面に当接または僅かに離れるよう構成されている。
【００６６】
　前記第２後発光部１２０は、裏ユニットボックス５４の前面に取り付けられて板部材４
２の後側に配置されているので、第２後発光部１２０が遊技領域４０ａを流下するパチン
コ球に影響を与えず、板部材４２と裏ユニットボックス５４の設置板部とのスペースで立
体的な形状とすることができる。すなわち、第２後発光部１２０は、発光ラインが平面的
ではなく、第２後透光部材１２８の前後方向への湾曲形状によって発光ラインに立体感を
持たせることができ、発光ラインをより大きく見せることができる。
【００６７】
　前記遊技盤４０では、裏ユニット５０の後側に図柄表示装置１３が取り付けられる構成
であるので、表示部４１において画面表示を行う図柄表示装置１３の表示面が遊技領域４
０ａより後方(奥側)に位置している。第２後発光部１２０は、下から表示部４１側に向か
うにつれて第２後透光部材１２８の前板１２８ａが後方へ偏倚するように形成してあるの
で、図柄表示装置１３の表示面と第２後発光部１２０との間の段差を小さくすることがで
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き、表示部４１での発光ラインを構成する画面表示と第２後発光部１２０による発光ライ
ンとの一体感を増すことができる。しかも、第２後透光部材１２８の立体形状によって、
第２後発光部１２０がなす発光ラインが遊技領域４０ａの中央部に位置する表示部４１に
向けて収束するような印象を与えることができ、注目度の高い表示部４１での画面表示を
好適に発光装飾し得る。
【００６８】
　前記第２後発光部１２０は、上下の第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂの前後位置に合
わせて第２後透光部材１２８の前板１２８ａの前後位置を形成しているので、夫々の第２
後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂに設けられるライン用ＬＥＤ１２６と第２後透光部材１２
８の前板１２８ａとの間の位置関係を適切に保つことができる。すなわち、第２後透光部
材１２８の前板１２８ａに施された光拡散処理によって、ライン用ＬＥＤ１２６から照射
した光を適切に拡散でき、第２後透光部材１２８の前板１２８ａ全体を面発光とし得ると
共に、前側からライン用ＬＥＤ１２６を視認し難くできる。
【００６９】
　前記第２後隔壁部１３０は、第２後発光部１２０を構成するライン用ＬＥＤ１２６と別
の部位を発光演出する装置用ＬＥＤ２０４を備えた第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂに
おいて、該装置用ＬＥＤ２０４と第２後透光部材１２８との間に少なくとも設けられる(
図１５参照)。第２後隔壁部１３０は、第２後発光部１２０におけるライン用ＬＥＤ１２
６の並び方向に沿って延在してライン用ＬＥＤ１２６と装置用ＬＥＤ２０４との間を仕切
るよう構成される。上第２後発光基板１２４Ａには、ライン用ＬＥＤ１２６に対して内側
および外側の両側に装置用ＬＥＤ２０４が設けられているので、第２後透光部材１２８の
上側部分では、ライン用ＬＥＤ１２６の並び方向両側に第２後隔壁部１３０,１３０が設
けられている。下第２前発光基板１２４Ｂには、ライン用ＬＥＤ１２６に対して内側だけ
に装置用ＬＥＤ２０４が設けられているので、第２後透光部材１２８の下側部分では、ラ
イン用ＬＥＤ１２６の並び方向内側にだけ第２後隔壁部１３０を設ければ足りるが、実施
例では第２後透光部材１２８の両側に第２後隔壁部１３０,１３０が設けられている。
【００７０】
　前記第２後隔壁部１３０は、下部発光装置２００の前面に臨む前端が第２後透光部材１
２８の側部に沿って延在するよう形成され、該前端によって第２後透光部材１２８の前板
１２８ａの側部を縁取って、第２後発光部１２０とこの第２後発光部１２０に隣接する下
部発光装置２００の前面とを区分している(図１１参照)。第２後隔壁部１３０は、前端が
第２後透光部材１２８の前板１２８ａ前面に合わせて前後方向の位置が形成されて、下か
ら上(表示部４１側)に向かうにつれて後方へ下がるよう構成される(図４７または図４８
参照)。第２後隔壁部１３０は、第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂとこの第２後発光基板
１２４Ａ,１２４Ｂの前側を間隔をあけて被覆している第２後透光部材１２８の前板１２
８ａとの間を仕切るように設けられている。
【００７１】
　前記下部発光装置２００は、第２後発光部１２０を挟む上側領域の内外部分が光透過性
を有する上装飾カバー２０６で構成されているので、特に上側部分に延在する第２後隔壁
部１３０の後端が上第２後発光基板１２４Ａの前面に当接するよう構成され、該上側部分
に延在する第２後隔壁部１３０によって第２後透光部材１２８の前板１２８ａと上第２後
発光基板１２４Ａとの間を塞いでいる。下側部分の内側に延在する第２後隔壁部１３０の
後端は、下第２後発光基板１２４Ｂの前面に一部当接するよう構成されて、該下側部分の
内側に延在する第２後隔壁部１３０によって第２後透光部材１２８の前板１２８ａと下第
２後発光基板１２４Ｂとの間の大部分を塞ぐようになっている。また、下側部分の外側に
延在する第２後隔壁部１３０の後端は、下第２後発光基板１２４Ｂの前面に当接するよう
構成されて、該下側部分の外側に延在する第２後隔壁部１３０によって第２後透光部材１
２８の前板１２８ａと下第２後発光基板１２４Ｂとの間が塞がれるようになっている。こ
こで、下部発光装置２００は、第２後発光部１２０の下側部分の内側にも装置用ＬＥＤ２
０４が設けられているが、下部発光装置２００の下部前面を構成する下装飾カバー２２０
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は、該装置用ＬＥＤ２０４の前側に対向する部分だけが光透過性を有するカバー片２２６
で形成されて、第２後発光部１２０とこの第２後発光部１２０から離間するカバー片２２
６との間が光を透過しないようになっている。よって、下側部分の内側に延在する第２後
隔壁部１３０は、第２後透光部材１２８の前板１２８ａと下第２後発光基板１２４Ｂとの
間の大部分を塞ぐ構成であるが、第２後発光部１２０と下部発光装置２００のカバー片２
２６との間で互いの発光演出の影響を回避できる。
【００７２】
　前記第２後隔壁部１３０は、めっき等の光を反射する処理または光を反射する素材から
形成されており、光を透過しないようになっている。第２後隔壁部１３０は、ライン用Ｌ
ＥＤ１２６に臨む面が光を反射するよう形成されると共に、ライン用ＬＥＤ１２６に臨む
面と反対側の面が光を反射するよう形成されている。また、第２後隔壁部１３０は、第２
後透光部材１２８の側部に沿う前端についても光反射処理が施してある。このように、第
２後発光部１２０は、第２後隔壁部１３０におけるライン用ＬＥＤ１２６に臨む面を光を
反射するよう形成することで、ライン用ＬＥＤ１２６から照射した光を第２後隔壁部１３
０に反射させてより強調し得る。また、第２後発光部１２０は、２つの第２後隔壁部１３
０,１３０がライン用ＬＥＤ１２６を挟んで対向配置されているので、対向する反射面に
よってライン用ＬＥＤ１２６から照射した光を好適に拡散および強調し得る。しかも、第
２後発光部１２０は、第２後隔壁部１３０における装置用ＬＥＤ２０４側の面も光を反射
するよう形成することで、装置用ＬＥＤ２０４から照射した光を第２後隔壁部１３０に反
射させてより強調し得る。
【００７３】
　前記第２後透光部材１２８の上側部分内縁を仕切る第２後隔壁部１３０は、下部発光装
置２００の上部において左右の第２後発光部１２０,１２０の間に取り付けられる飾り枠
部２１６の側部に設けられている(図４７または図４８参照)。また、第２後透光部材１２
８の下側部分内縁を仕切る第２後隔壁部１３０は、下部発光装置２００の下部において左
右の第２後発光部１２０,１２０の間に取り付けられる下装飾カバー２２０における中装
飾ブロック２２２の外側部に設けられている。更に、第２後透光部材１２８の上側および
下側部分外縁を仕切る第２後隔壁部１３０は、下部発光装置２００の上部において左右の
第２後発光部１２０,１２０の外側に取り付けられる下装飾カバー２２０における脇装飾
ブロック２２４の内側部に設けられている。ここで、第２後透光部材１２８の上側部分外
縁を仕切る第２後隔壁部１３０は、脇装飾ブロック２２４の内側部から上方に突出形成さ
れている。
【００７４】
　このように、第２後発光部１２０は、ライン用ＬＥＤ１２６の並び方向に沿って延在す
る第２後隔壁部１３０によってライン用ＬＥＤ１２６の光が側方に漏れるのを防止でき、
第２後発光部１２０による発光演出に際して、該第２後発光部１２０の側方領域が光るこ
とを回避できる。すなわち、第２後発光部１２０は、発光ラインを構成する第２後透光部
材１２８の露出面だけを明輝させることができ、発光演出をより強調することができる。
また、第２後発光部１２０は、該第２後発光部１２０に隣接して設置された下部発光装置
２００の装置用ＬＥＤ２０４から照射された光が第２後透光部材１２８に入射することを
第２後隔壁部１３０によって阻むことができる。従って、遊技盤４０は、第２後発光部１
２０と下部発光装置２００との間で発光演出を明確に切り分けることができるから、夫々
の部位で行われる発光演出が強調され、演出効果を向上することができる。
【００７５】
(第２前発光部)
　前記第２前発光部１４０は、第２後発光部１２０と該第２後発光部１２０のライン用Ｌ
ＥＤ１２６の並び方向下側に隣り合って配設されている(図４または図５参照)。第２前発
光部１４０は、裏ユニットベース５２の前面に配設された第２前発光基板(発光基板)１４
４と(図１１,図１３および図１６参照)、この第２前発光基板１４４の前側に覆って板部
材４２に設けられ、遊技領域４０ａの前側に現れる第２前透光部材(透光部材)１４８(図
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４または図５参照)とを備えている。第２前発光基板１４４の前面には、上から下に向か
うにつれて外側に偏倚する斜めに一列に並べて複数のライン用ＬＥＤ１４６が設けられて
いる(図１１参照)。裏ユニットベース５２には、一方の発光部組および他方の発光部組の
夫々に対応して２つの第２前発光基板１４４,１４４が、該裏ユニットベース５２の設置
凹部５３の下部に左右に離間して配置されている(図１６参照)。第２前発光部１４０は、
第２前発光基板１４４の前側を囲って裏ユニットベース５２に取り付けられた透明な保護
カバー(図示せず)を備え、この保護カバーの前面が、設置凹部５３の外側を囲って板部材
４２の後面に当接する当接面と同一または僅かに後側に下がった略同一になるよう構成さ
れている。
【００７６】
　前記第２前透光部材１４８は、板部材４２において遊技領域４０ａ下部の左右に夫々開
設された飾り貫通口４２ｃを塞ぐ下部飾り６６に取り付けられ、光を透過しないよう形成
された下部飾り６６と共に遊技領域４０ａ(板部材４２の前面)を構成している。第２前透
光部材１４８には、光拡散処理が施されており、後側に位置するライン用ＬＥＤ１４６か
ら照射される光を拡散して該透光部材１４８全体が光っているように発光演出される。
【００７７】
　このように、発光演出部１００は、各発光部組の第１後発光部１０２の第１後透光部材
１０８およびこの第１後透光部材１０８の挟んで対向配置された第１後隔壁部１１０,１
１０と、第２後発光部１２０の第２後透光部材１２８およびこの第２後透光部材１２８の
挟んで対向配置された第２後隔壁部１３０,１３０と、表示部４１を挟んで遊技領域４０
ａを斜めに横切る発光ラインを形成するように配置される。また、発光演出部１００は、
各第２後発光部１２０と並んで設けられた第２前発光部１４０によって発光ラインが延長
されている。すなわち、発光演出部１００は、遊技領域４０ａの略全体に亘って延在する
発光ラインを形成することができるので、遊技領域４０ａの略全体を用いたダイナミック
な発光演出を行って演出効果を向上し得る。
【００７８】
　前記第２発光部は、同一の発光ラインを形成する第２後発光部１２０と第２前発光部１
４０とが板部材４２を挟んで前側と後側とに設けられているので、立体感が増し、発光演
出の効果を向上することができる。また、第２発光部は、下側の第２前発光部１４０より
表示部４１側の第２後発光部１２０が後側に位置し、第２後発光部１２０の第２後透光部
材１２８が表示部４１に向かうにつれて後方へ下がる形状としてあるので、表示部４１の
下側の発光ラインが全体として立体感を増すことができる。しかも、発光演出部１００は
、左側の第１後発光部１０２を除く発光部１０２,１２０,１２０,１４０,１４０で構成さ
れる発光ラインが奥側で画面表示が行われる表示部４１へ向けて下がるように形成される
ので、遊技盤４０の限られた前後方向のスペースにかかわらず、全体として奥行き感が醸
し出すことができる。
【００７９】
(下部発光装置)
　前記表示部４１の下部を発光演出する下部発光装置２００について説明する。下部発光
装置２００は、表示部４１の下縁を構成する裏ユニットボックス５４の下辺部５５ｃ前面
に左右に亘って配設されている(図１５参照)。また、下部発光装置２００は、表示部４１
の下縁から特別入賞装置６２の特別入賞口６２ｂの上側に亘る範囲を占めて配設されてい
る(図４参照)。下部発光装置２００は、板部材４２の表示貫通口４２ａの内側下部に上側
部分が位置すると共に、下側部分が板部材４２の後側に位置するようになっている(図７
参照)。ここで、下部発光装置２００は、表示貫通口４２ａに嵌め合わせられた枠状装飾
体７０の内側下部を塞いでいる透明な後壁部７６の後側に上側部分が位置し、第２後発光
部１２０,１２０が後壁部７６の後側から枠状装飾体７０の下縁部に設けられたステージ
７４を横切って板部材４２の後側に延在するよう構成される。下部発光装置２００は、始
動入賞装置６０における板部材４２の後側に突出する装置本体部６０ｄを収容する入賞装
置収容部２０１が中央下部に開設されて(図１５参照)、始動入賞装置６０において遊技領
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域４０ａに臨む始動入賞口６０ｂ,６０ｃの周りを板部材４２の後側で囲んでいる。
【００８０】
　図４７または図４８に示すように、下部発光装置２００は、構成部材の設置基体となる
下部ベース部材２０２と、この下部ベース部材２０２の前側に配設された第２後発光基板
１２４Ａ,１２４Ｂと、この第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂの前側を覆う装飾カバー２
０６,２２０と、前述した第２後発光部１２０,１２０とから基本的に構成されている。下
部発光装置２００は、下部ベース部材２０２に第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂや装飾
カバー２０６,２２０等の構成部材が取り付けられ、裏ユニットボックス５４に対して着
脱可能に固定される下部ベース部材２０２を介して１つのユニットとして取り扱い可能に
なっている。
【００８１】
　前記下部ベース部材２０２は、上部分と下部分とが階段状に段差を設けて形成されて、
表示部４１側の上部分が下部分と比べて後方に配置されている(図４７参照)。下部ベース
部材２０２は、上部分と下部分との境界がステージの左右形状におおよそ沿わせて形成さ
れている。また、下部ベース部材２０２は、上下部分の境界がステージの後側に位置する
ように配置される。
【００８２】
　前記第２後発光基板１２４Ａ,１２４Ｂは、前述の如く第２後発光部１２０,１２０を構
成するライン用ＬＥＤ１２６および下部発光装置２００において第２後発光部１２０,１
２０と別の領域を照らす装置用ＬＥＤ２０４とが設けられ、第２後発光部１２０,１２０
と下部発光装置２００とで基板を区別することなく共用している(図１７参照)。下部発光
装置２００は、下部ベース部材２０２の上部分に取り付けられる上第２後発光基板１２４
Ａと、下部ベース部材２０２における下部分の左右に取り付けられる一対の下第２発光基
板１２４Ｂ,１２４Ｂとを備えている。上第２後発光基板１２４Ａは、下部ベース部材２
０２の上部分全体におおよそ整合する左右方向に長尺な形状であって、左右の側部の夫々
に各発光部組の第２後発光部１２０を構成するライン用ＬＥＤ１２６が並べて配設され、
一対のライン用ＬＥＤ１２６の内側および該ライン用ＬＥＤ１２６の外側に装置用ＬＥＤ
２０４が配設されている。
【００８３】
　各下第２後発光基板１２４Ｂは、下部ベース部材２０２における下部分の側部に配置さ
れ、第２後発光部１２０を構成するライン用ＬＥＤ１２６が上第２後発光基板１２４Ａの
対応する側部のライン用ＬＥＤ１２６に並べて外側縁部に配設されている。また、各下第
２後発光基板１２４Ｂは、外側縁部に配置したライン用ＬＥＤ１２６から内方に離間して
、装置用ＬＥＤ２０４が内側縁部に配設されている。下部発光装置２００は、表示部４１
側の上第２後発光基板１２４Ａと比べて下第２後発光基板１２４Ｂが前方に配置され、上
第２後発光基板１２４ＡのＬＥＤ１２６,２０４が下第２後発光基板１２４ＢのＬＥＤ１
２６,２０４より後方に位置している(図８または図９参照)。
【００８４】
　前記装飾カバー２０６,２２０は、前面を構成する板部分が第２後発光基板１２４Ａ,１
２４ＢのＬＥＤ１２６,２０４または下部ベース部材２０２から離間させて設けられてお
り、ステージ７４より下側の部分と比べてステージ７４より上側の部分が後方に配置され
ている。すなわち、装飾カバー２０６,２２０により構成される下部発光装置２００の前
面は、表示部４１側となる上部分が下部分と比べて後方に位置する段状に形成されている
。装飾カバー２０６,２２０は、段の上側の部分と下側の部分との境界がステージ７４の
左右形状におおよそ沿わせて形成されている。装飾カバー２０６,２２０は、ステージ７
４より下側の部分前面が裏ユニットベース５２の前面と同一または僅かに後方に下がった
略同一になるよう設定され、裏ユニット５０を板部材４２に取り付けた際に、該装飾カバ
ー２２０の下側部分が板部材４２の後面に当接または僅かに離れるよう構成されている。
そして、装飾カバー２０６,２２０は、ステージ７４より上側の部分が枠状装飾体７０の
透明な後壁部７６を介して前側に現れて表示部４１とステージ７４との間を装飾し、ステ
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ージ７４より下側の部分が透明な板部材４２を介して遊技領域４０ａの後側に現れて始動
入賞口６０ｂ,６０ｃに向けて流下するパチンコ球の流下通路を装飾している(図４参照)
。
【００８５】
　前記装飾カバーは、下部ベース部材２０２の上部分に対応した上装飾カバー２０６と、
下部ベース部材２０２の下部分に対応した下装飾カバー２２０とから構成される(図４７
参照)。下部発光装置２００は、上装飾カバー２０６および下装飾カバー２２０の左右の
側部上側でステージ７４より上側の部分を構成し、下装飾カバー２２０でステージ７４よ
り下側の部分を構成するようになっている。
【００８６】
　図４７または図４８に示すように、前記上装飾カバー２０６は、上第２後発光基板１２
４Ａの中央部を覆う中央装飾ブロック(光透過部材)２０８と、上第２後発光基板１２４Ａ
における中央装飾ブロック２０８および第２後発光部１２０の間を覆う一対の内装飾ブロ
ック２１２,２１２と、上第２後発光基板１２４Ａにおける第２後発光部１２０の外側を
覆う一対の外装飾ブロック２１４,２１４と、中央装飾ブロック２０８および一対の内装
飾ブロック２１２,２１２の前側に取り付けられた飾り枠部２１６とから構成される。上
装飾カバー２０６は、光反射を反射するよう形成された飾り枠部２１６を除いて、遊技盤
４０の前側に現れる面を構成する中央装飾ブロック２０８、内装飾ブロック２１２,２１
２および外装飾ブロック２１４,２１４が光を透過するよう形成されている。また、中央
装飾ブロック２０８、内装飾ブロック２１２,２１２および外装飾ブロック２１４,２１４
は、透過する光を拡散するよう形成されている。
【００８７】
　前記中央装飾ブロック２０８は、枠状装飾体７０の前述した流下部７８の後側に配置さ
れている。中央装飾ブロック２０８は、上第２後発光基板１２４Ａから前方へ離間する面
とこの面を左右に挟んで対向する面とを少なくとも備えた前側に凸となる形状に形成され
て、実施例では半球状に形成されている(図４７参照)。中央装飾ブロック２０８は、半球
状の頂部が左右に延在する内装飾ブロック２１２,２１２の前面より前方へ突出する一方
、下側部分を覆っている下装飾カバー２２０の前面より後方に位置するよう設定されてい
る。中央装飾ブロック２０８は、前面が平滑に形成される一方、上第２後発光基板１２４
Ａに面する後面がダイヤモンドカット加工の如き凹凸に形成されて光を拡散し得るよう構
成される(図７参照)。また、中央装飾ブロック２０８の後側には、後方に開口する凹形状
に合わせて半球状に形成され、光拡散処理が施されたシート材２０９が嵌め合わせられて
いる(図４８参照)。シート材２０９は、中央装飾ブロック２０８と異なる光拡散処理が施
され、実施例では、細かい光を反射するドット加工が施されている。
【００８８】
　前記中央装飾ブロック２０８は、半球形状の頂部から下方に向けて凹溝２１０が形成さ
れている(図１１参照)。凹溝２１０は、中央装飾ブロック２０８の前面から後方に向けて
凹み、前側に開口している。ここで、凹溝２１０は、中央装飾ブロックの前側に設置され
る枠状装飾体７０の下部中央に設けられる流下部７８に対向する部位に設けられ、後側へ
凸状に形成された流下部７８を収容し得る大きさに設定される(図７参照)。実施例の凹溝
２１０は、流下部７８の凸形状に整合するよう形成されて、流下部７８が凹溝２１０に嵌
り込んで流下部７８(枠状装飾体７０)と凹溝２１０(下部発光装置２００)とが凹凸によっ
て互いに係合するよう構成される。すなわち、遊技盤４０では、流下部７８と凹溝２１０
との係合によって、枠状装飾体７０と下部発光装置２００とを位置決めできる。
【００８９】
　前記凹溝２１０は、上側の面が中央装飾ブロック２０８における上側の面に相対し、左
右の各面が中央装飾ブロック２０８における左右の外側に延在する面に相対するようにな
っている。すなわち、中央装飾ブロック２０８は、光拡散処理が施された面で凹溝２１０
の左右および上側を囲うようになっている。 なお、中央装飾ブロック２０８の後側には
、該中央装飾ブロック２０８の頂部に対向する上第２後発光基板１２４Ａの前面部位に装
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置用ＬＥＤ２０４が配置されると共に、この装置用ＬＥＤ２０４を中心として複数の装置
用ＬＥＤ２０４が所定ピッチで円形配列されている(図１７参照)。
【００９０】
　前記内装飾ブロック２１２および外装飾ブロック２１４は、後側に開口するトレイ形状
に形成されて、前面がダイヤモンドカット加工の如き凹凸に形成されて光を拡散し得るよ
う構成される。内装飾ブロック２１２および外装飾ブロック２１４は、前面が間に挟んで
いる第２後発光部の前面より後方に位置するよう構成されている。すなわち、第２後発光
部１２０は、上側部分が内および外装飾ブロック２１２,２１４より前方に突出する一方
、下側部分が下装飾カバー２２０の前面と略同一面を構成している。
【００９１】
　前記内装飾ブロック２１２は、同じ側部に延在する第２後発光部１２０の発光ラインに
おおよそ沿って並べて開設された上ブロック開口２１２ａ(図４７または図４８参照)に該
内装飾ブロック２１２と異なる意匠および光拡散処理が施された上カバー片２１８が取り
付けられ(図１５参照)、この上カバー片２１８の後側に対応して装置用ＬＥＤ２０４が配
設されている。なお、実施例では、上ブロック開口２１２ａが上下に離間して２箇所設け
られ、上カバー片２１８は、前側が凸とするレンズ形状に形成されている。下部発光装置
２００は、内装飾ブロック２１２の後側にカバー片２１８に対応する部位だけでなくカバ
ー片２１８と第２後発光部１２０との間の領域にも上第２後発光基板１２４Ａ前面に装置
用ＬＥＤ２０４を配設して、当該装置用ＬＥＤ２０４によって内装飾ブロック２１２を発
光し得るようになっている(図１７参照)。
【００９２】
　前記飾り枠部２１６は、左右の第２後発光部１２０,１２０の間に位置して内装飾ブロ
ック２１２,２１２の前側に取り付けられている。飾り枠部２１６は、下部発光装置２０
０における左右の第２後発光部１２０,１２０の間の上端面を構成すると共に、中央装飾
ブロック２０８の根元部分およびカバー片２１８の周りを縁取って装飾するようになって
いる。また、飾り枠部２１６は、前述した如く、左右の側部に第２後発光部１２０,１２
０の第２後隔壁部１３０の上側部分が設けられている。
【００９３】
　前記下装飾カバー２２０は、左右の第２後発光部１２０,１２０の間を覆う中装飾ブロ
ック２２２と、第２後発光部１２０の外側を覆う脇装飾ブロック２２４とから構成されて
いる(図１５参照)。中装飾ブロック２２２は、同一側部にある内装飾ブロック２１２の上
カバー片２１８の並び方向の延長線上に並べて開設された下ブロック開口２２２ａに該中
装飾ブロック２２２と異なる意匠および光拡散処理が施された下カバー片２２６が取り付
けられている。下第２後発光基板１２４Ｂには、この下カバー片２２６の後側に対応して
装置用ＬＥＤ２０４が配設されている。なお、実施例では、下ブロック開口２２２ａが上
下に離間して２箇所設けられ、下カバー片２２６は、前側が凸とするレンズ形状に形成さ
れると共に上カバー片２１８と同じ意匠および光拡散処理が施されている。また、中装飾
ブロック２２２は、下カバー片２２６を除いて光を透過しないように構成されている。ま
た、中装飾ブロック２２２は、左右の側部に第２後発光部１２０の第２後隔壁部１３０の
下側部分を備えている。
【００９４】
　前記脇装飾ブロック２２４は、光を透過しないように構成され、ステージ７４に合わせ
た上側の部分と下側の部分との間で、上側の部分が後方に位置するように段差形状に形成
されている。また、脇装飾ブロック２２４は、内側部に第２後発光部１２０の第２後隔壁
部１３０を備えている。
【００９５】
　前記下部発光装置２００は、上第２後発光基板１２４Ａの装置用ＬＥＤ２０４を発光す
ることで、透明な後壁部７６を介してステージ７４を照らすことができる。すなわち、ス
テージ７４を左右に転動するパチンコ球を発光演出することができ、遊技者の注意をより
引き付けることができる。また、下部発光装置２００は、上下のカバー片２１８,２２６
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に対応する装置用ＬＥＤ２０４を発光することで、第２後発光部１２０の内側に沿って並
ぶカバー片２１８,２２６によって、第２後発光部１２０の発光ラインに沿った断続的な
別の発光ラインを形成することができる。すなわち、下部発光装置２００は、発光演出部
１００の発光演出と関連付けたカバー片２１８,２２６による発光演出も行うことが可能
であり、第２後発光部１２０の発光ラインと相乗して発光演出態様を多彩にし得る。
【００９６】
　前記下部発光装置２００は、球通路７７の流下部７８を中央装飾ブロック２０８の凹溝
２１０に収容する構成であるので、中央装飾ブロック２０８の後側に対応する装置用ＬＥ
Ｄ２０４を発光することで、流下部７８を流下するパチンコ球を光で照らすことができる
。すなわち、図柄変動ゲームの始動条件となる始動入賞口６０ｂ,６０ｃへの入賞確率が
高く、遊技者の注目度が高い球通路７７について、下部発光装置２００によって発光演出
することで、遊技者の興趣を高めることができる。しかも、凹溝２１０は、中央装飾ブロ
ック２０８の後面の光拡散処理やシート材２０９によって拡散された光が装置用ＬＥＤ２
０４のある後側からだけでなく、凹溝２１０を構成する壁に相対する中央装飾ブロック２
０８の側面および上面に反射された光が入射するので、上、左右および後から流下部７８
を照らすことができる。更に、中央装飾ブロック２０８の後側には、凹溝２１０(凹溝２
１０に収容される流下部７８)の後側に位置する装置用ＬＥＤ２０４だけでなく、凹溝２
１０(凹溝２１０に収容される流下部７８)の後側から外れた周囲に装置用ＬＥＤ２０４を
配置しているので、流下部７８を周りから好適に照らすことができる。
【００９７】
(可動演出装置)
　実施例の遊技盤４０には、３つの可動演出装置８２,８２,３００が裏ユニット５０に配
設されている(図１５参照)。各可動演出装置８２,８２,３００は、可動体８３,８３,３４
０を有しており、可動体８３,８３,３４０が表示部４１の外側に位置する待機位置とこの
待機位置から表示部４１の前側に向けて移動した動作位置との間で駆動機構により往復移
動可能に構成される(図４,図５,図１１,図１２参照)。なお、各可動演出装置８２,８２,
３００は、可動体８３,８３,３４０による演出動作を行わない停止時に可動体８３,８３,
３４０が待機位置で保持されるようになっている(図４または図１１参照)。ここで、遊技
盤４０には、表示部４１の左右の側部に側部可動演出装置８２が夫々設けられ、表示部４
１の上側に上部可動演出装置３００が設けられている。
【００９８】
　前記遊技盤４０では、右側に配置された側部可動演出装置８２の側部可動体８３が表示
部４１の右側に位置する待機位置(図１１参照)から左方に変位して、表示部４１の前側の
動作位置に至り(図１２参照)、左側に配置された側部可動演出装置８２の側部可動体８３
が表示部４１の左側に位置する待機位置(図１１参照)から右方に変位して、表示部４１の
前側の動作位置(図１２参照)に至るようになっている。また遊技盤４０では、上部可動演
出装置３００の上部可動体３４０が表示部４１の上外側に位置する待機位置(図４参照)か
ら下方に変位し、表示部４１の前側の動作位置に至るようになっている(図５参照)。ここ
で、遊技盤４０では、側部可動体８３の往復動範囲と上部可動体３４０の往復動範囲とが
重なっており、側部可動体８３と上部可動体３４０とがずらして動作される。なお、２つ
の側部可動演出装置８２は、左右対称な構成である(図１５参照)。
【００９９】
　前記側部可動演出装置８２は、側部可動体８３の上端部が裏ユニットボックス５４にお
ける設置板部５５の側辺部５５ｂ上側に軸支され、同じく側辺部上部に配設された図示し
ないモータによって側部可動体８３が待機位置(図１１参照)と動作位置(図１２参照)の間
で往復動されるよう構成される。側部可動体８３は、羽根状に形成されており、待機位置
において裏ユニットボックス５４の設置板部５５と裏ユニットベース５２との間に、側部
発光装置８０の後側に位置して収容されている。また、側部可動体８３は、図示しない発
光装置を備えており、待機位置または動作位置で発光装置により自身を光らせることがで
きるようになっている。
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【０１００】
(上部可動演出装置)
　図２３～図３４に示すように、前記上部可動演出装置３００は、裏ユニット５０に着脱
可能に取り付けられ、構成部材の設置基盤となる装置ベース(ベース)３０２と、アーム３
１４で支持されて所定の演出動作を行う上部可動体(可動体)３４０と、アーム３１４を動
かすことで上部可動体３４０を動作させる駆動機構と、装置ベース３０２の前側に取り付
けられた装置カバー３３８とを備えている。 上部可動演出装置３００は、駆動機構およ
び装置カバー３３８が装置ベース３０２に取り付けられて、裏ユニット５０に対して一体
的に着脱可能なユニットとして構成されている。実施例の上部可動演出装置３００は、１
つの上部可動体３４０を２つのアーム３１４,３１４で左右から支持する構成であって、
各アーム３１４を有する駆動機構が装置ベース３０２の左右に離間して２組設けられてい
る(図２３または図２４参照)。
【０１０１】
　前記装置ベース３０２は、金属の板材で構成され、裏ユニット５０における裏ユニット
ボックス５４の上辺部５５ａ前面に取り付けられる。装置ベース３０２は、左右に延在す
る部分の両端に下側に延出する部分を有する前面視で下側に開口する略「コ」字状に形成
されている(図２５または図２６参照)。装置ベース３０２は、裏ユニットボックス５４の
上辺部５５ａの角隅部に上端を突き合わせてネジ止め固定され、表示部４１の上側に左右
に亘って延在すると共に、左右の端部が裏ユニットボックス５４の上辺部５５ａにおいて
表示部４１の外側に外れた位置に配置されている。装置ベース３０２は、裏ユニットボッ
クス５４の上辺部５５ａ後面に取り付けられる上部中継基板８６の前側に、左右に延在す
る部分が配置されている。装置ベース３０２は、可動部材３６０,３７０や可動体発光装
置(発光装置)３５６が設けられて比較的大型で重量が嵩む上部可動体３４０を支持し得る
剛性を有するだけでなく、上部中継基板８６と裏ユニットボックス５４の上辺部５５ａ前
側に配置される電気部品との間に介在して静電気等を防ぐシールドとしても機能する。な
お、電気部品としては、上部可動演出装置３００が備える駆動機構の駆動モータ(駆動手
段)３０６、上部可動体３４０の可動体発光装置３５６、上部可動体３４０における可動
機構(駆動機構)の可動モータ(モータ)３４８、駆動側検知手段３３４、可動側検知手段３
８２等が挙げられる。
【０１０２】
　前記左右の駆動機構は、駆動モータ３０６と、この駆動モータ３０６により回転される
回転体３０８と、一端部が支持部３２０を介して装置ベース３０２に回転可能に設けられ
たアーム３１４と、回転体３０８およびアーム３１４を連結するリンク３１２とから基本
的に構成されている(図３３または図３４参照)。駆動機構は、回転体３０８の回転運動を
リンク３１２によってアーム３１４の揺動運動に変換するリンク構造になっている(図３
７～図４０参照)。駆動機構は、上部可動体３４０を支持するアーム３１４の一部を除い
て表示部４１の外側(裏ユニットボックス５４の上辺部５５ａ)に設置され、前側を裏ユニ
ットベース５２や装置カバー３３８等に覆われて隠されている(図１１または図２３参照)
。
【０１０３】
　前記上部可動演出装置３００は、左右の駆動機構のアーム３１４,３１４の他端部に前
側に向けて突設された取付軸３１５を、上部可動体３４０の後面上部に左右に離間して設
けられた取付溝３４３に夫々挿入して、上部可動体３４０を左右からアーム３１４,３１
４で支持している(図２６,図３７または図３８参照)。各取付溝３４３は、左右方向に長
手が延在するよう形成され、取付軸３１５を長手に沿って変位可能で、かつ回転可能に収
容している。
【０１０４】
　前記上部可動演出装置３００は、２組の駆動機構を備えているが、両駆動機構は左右対
称な構成であるので、一方の駆動機構についてのみ説明する。駆動モータ３０６は、装置
ベース３０２の側端部上側に設けられた台座３０５に設置されて(図２３または図２７参
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照参照)、台座３０５と装置ベース３０２との間のスペースに突出する出力軸３０６ａの
先端にピニオン３０６ｂが取り付けられている(図３９または図４０参照)。駆動モータ３
０６は、統括制御装置３６の制御下に(図４９参照)正逆駆動可能なステッピングモータが
採用される。
【０１０５】
　前記回転体３０８は、ピニオンより大径の平歯車であって、駆動モータ３０６の内側に
位置して装置ベース３０２に対して回転可能に軸支されている(図３３参照)。回転体３０
８は、外周の歯部がピニオン３０６ｂに噛み合って、駆動モータ３０６の正逆駆動に合わ
せて正逆回転するようになっている。アーム３１４は、駆動モータ３０６および回転体３
０８の下側に配置された支持部３２０で一端部が回転可能に軸支され、この支持部３２０
側から内方(右側の駆動機構であれば左方)に向けて延びる他端部に上部可動体３４０が取
り付けられる(図３７または図３８参照)。
【０１０６】
　前記リンク３１２は、棒状の部材であって、円形の回転体３０８の偏心位置に上端(一
端)が回転可能に連結されると共に、下端(他端)がアーム３１４に回転可能に連結されて
いる(図３７または図３８参照)。具体的には、リンク３１２は、回転体３０８の前面にお
いて回転中心から半径方向外側に偏倚した部位に固定された軸棒に対して、上端に前後に
貫通形成された軸孔を嵌め合わせて連結している。また、リンク３１２は、下端に前後に
貫通形成された軸孔を、アーム３１４における支持部３２０(一端部)と上部可動体３４０
(他端部)との間で支持部３２０側に偏倚した部位に設けられた軸棒に嵌め合わせて、アー
ム３１４に対して連結される。
【０１０７】
　前記駆動機構は、駆動モータ３０６の駆動による回転体３０８の回転に伴ってリンク３
１２の上端(以下、リンク上端３１３という。)が円弧軌跡で回転変位するが、リンク３１
２における回転体３０８およびアーム３１４への連結部分が回転可能になっているのでリ
ンク上端３１３の左右方向成分の変位がアーム３１４に伝達されず、リンク上端３１３の
上下方向成分の変位だけがアーム３１４に伝達されるようになっている(図３７または図
３８参照)。すなわち、駆動機構は、リンク上端３１３が回転体３０８の上側から下側に
変位するとアーム３１４の他端部が押し下げられ(図３８参照)、リンク上端３１３が回転
体３０８の下側から上側に変位するとアーム３１４の他端部が持ち上げられる(図３７参
照)。
【０１０８】
　前記上部可動演出装置３００は、上部可動体３４０が待機位置で裏ユニットボックス５
４の上辺部５５ａの前側(表示部４１の上側)に位置するように駆動機構が停止し(図３７
または図３９参照)、駆動機構により上部可動体３４０が待機位置から下降して表示部４
１の前側に位置する動作位置(図３８または図４０参照)に変位して待機位置に戻る往復動
作をするよう構成される。ここで、上部可動体３４０の待機位置(図２３または図２５参
照)と動作位置(図２４または図２６参照)とは、待機位置が上側となる上下の関係で設定
されているので、アーム３１４の他端部が上部可動体３４０の待機位置で裏ユニットボッ
クス５４の上辺部前側に位置する一方、上部可動体３４０の動作位置でアーム３１４の他
端部が表示部４１の前側に位置するように待機位置から下方変位する。すなわち、駆動機
構では、リンク上端３１３が回転体３０８の上側から下側に向けて回転変位する際にアー
ム３１４が下降し、リンク上端３１３が下側から上側に向けて回転変位する際にアーム３
１４が上昇するようになっている。このように、駆動機構は、回転体３０８の回転に伴う
リンク上端３１３の下方変位成分が、上部可動体３４０の往復動方向における待機位置か
ら動作位置へ向かう往動方向の動作に変換され、リンク上端３１３の上方変位成分が上部
可動体３４０の往復動方向における動作位置から待機位置へ向かう復動方向の動作に変換
される。
【０１０９】
　前記駆動機構は、リンク上端３１３が、上部可動体３４０の待機位置に対応する停止位
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置(以下、リンク停止位置という。)で、回転体３０８の回転中心を通る上部可動体３４０
の往復動方向のラインを挟んで上部可動体３４０(表示部４１)から離間する側の半円領域
に配置される(図３７参照)。具体的には、リンク停止位置は、前記条件に加えて、回転体
３０８の回転中心を通る上部可動体３４０の往復動方向に直交するラインより上部可動体
３４０の待機位置側の四半円領域に設定される。実施例の上部可動演出装置３００は、上
部可動体３４０が上下方向に動作して上部可動体３４０の待機位置が動作位置に対して上
側に設定されているので、回転体３０８の前面において該回転体３０８の中心を通る上下
ラインより表示部４１から離間する外側で、回転体３０８の中心を通る左右ラインより上
側の四半円領域に、リンク上端３１３が停止した回転体３０８の姿勢が上部可動体３４０
の待機位置に相当するようになっている。また、リンク停止位置は、回転体３０８の回転
中心を通る上部可動体３４０の往復動方向のラインとリンクの上端の回転軌跡とが交差す
る点のうちの復動方向側より４５°外側に回転した範囲内に設定するのがよく、好適には
５°程度の範囲でずらすのがよい。実施例の駆動機構では、リンク停止位置においてリン
ク上端３１３の中心が回転体３０８の上端(リンク上端３１３の回転軌跡における最上部)
から僅かに外側にずらして配置されている。
【０１１０】
　前記駆動機構は、リンク上端３１３が、上部可動体３４０の動作位置に対応する位置(
以下、リンク動作位置という。)で、回転体３０８の回転中心を通る上部可動体３４０の
往復動方向のラインを挟んで上部可動体３４０(表示部４１)側の半円領域に配置される(
図３８参照)。具体的には、リンク動作位置は、前記条件に加えて、回転体３０８の回転
中心を通る上部可動体３４０の往復動方向に直交するラインより上部可動体３４０の動作
位置側の四半円領域に設定される。実施例の上部可動演出装置３００は、上部可動体３４
０が上下方向に動作して上部可動体３４０の動作位置が待機位置に対して下側に設定され
ているので、回転体３０８の前面において回転体３０８の中心を通る上下ラインより表示
部４１側となる内側で、回転体３０８の中心を通る左右ラインより下側の四半円領域に、
リンク上端３１３が停止した回転体３０８の姿勢が上部可動体３４０の動作位置に相当す
るようになっている。
【０１１１】
　前記駆動機構は、リンク停止位置にあるリンク上端３１３が上部可動体３４０の往復動
方向における復動方向へ変位してから往動方向に変位する回転方向が、駆動モータ３０６
の正駆動に伴う回転体３０８の正回転として設定される。すなわち、駆動機構は、リンク
上端３１３がリンク停止位置から内側へ向けて回転する方向が回転体３０８の正回転とな
っている。右側の駆動機構は、正回転で回転体３０８が反時計回りに回転し、逆回転で回
転体３０８が時計回りに回転する。これに対して、左側の駆動機構は、正回転で回転体３
０８が時計回りに回転し、逆回転で回転体３０８が反時計回りに回転する。換言すると、
駆動機構では、回転体３０８の正回転に伴ってリンク上端３１３が上部可動体３４０の復
動方向に変位してから上部可動体３４０の往動方向に変位する円弧軌跡となるように、上
部可動体３４０の待機位置に対応するリンク停止位置が設定されている。駆動機構は、リ
ンク停止位置で回転体３０８の上部外側にあるリンク上端３１３が、回転体３０８を正回
転することで、回転体３０８の回転中心を通る上部可動体３４０の往復動方向のラインを
回転体３０８の上端側で越えて内側に向けて回転変位するようになっている。そして、駆
動機構は、リンク上端３１３が回転体３０８の下部内側に至るリンク動作位置までを限界
として回転体３０８が正回転され、回転体３０８を逆回転することで、リンク上端３１３
が回転体３０８の上端側を越えてリンク停止位置に戻される。
【０１１２】
　前記上部可動演出装置３００では、表示部４１の側方に設置した回転体３０８の下側に
一端部が軸支されて、該一端部から表示部４１側となる内方に延出したアーム３１４の他
端部で上部可動体３４０の側部が支持されている。また、上部可動体３４０は、回転体３
０８の回転につれて変位するリンク３１２により上下動するアーム３１４の他端部に伴っ
て、待機位置と動作位置との間で上下方向に往復動するようになっている。そして、この
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条件において、駆動機構は、リンク上端３１３が、上部可動体３４０の待機位置で回転体
３０８の回転中心を挟んで表示部４１から離間する外側領域上部に配置され、リンク上端
３１３が回転体３０８の正回転に伴って該回転体３０８の回転中心を挟んで表示部４１側
の内側領域に向けて変位されるよう構成される。
【０１１３】
　前記上部可動演出装置３００は、上部可動体３４０の待機位置において装置ベース３０
２に設けた係止部３０３と回転体３０８に設けた被係止部３０９との係止により回転体３
０８の逆回転を規制する規制手段とを備えており、規制手段によって上部可動体３４０を
待機位置で保持し得るようになっている(図２５または図２６参照)。実施例の規制手段は
、回転体３０８における装置ベース３０２に相対する面に突設された被係止部としての規
制片３０９(図３９または図４０参照)と、装置ベース３０２に回転体３０８の回転に伴う
該規制片３０９の変位軌跡に合わせて開設され、該規制片３０９を収容すると共に待機位
置で規制片３０９の逆回転側に当接する前記係止部としての規制溝部(溝部)３０３とから
構成される(図２５または図２６参照)。
【０１１４】
　前記規制片３０９は、回転体３０８の後面に円柱状に形成され、回転体３０８の回転に
つれて回転変位するようになっている(図３９または図４０参照)。規制片３０９は、リン
ク上端３１３における回転体３０８への取付中心を通る同心円上におおよそ位置して、リ
ンク上端３１３の回転体３０８への取り付け位置より外側(回転体３０８の逆回転方向)に
ずらして配置されている。規制溝部３０３は、装置ベース３０２の側端部に円弧状に貫通
形成され、短手方向の寸法が規制片３０９の直径より僅かに大きく設定されると共に、長
手方向の端部が規制片３０９の外形に合わせて円弧状に形成されている。規制手段は、規
制溝部３０３に規制片３０９を収容して構成され、上部可動体３４０を待機位置と動作位
置との間で変位させる回転体３０８の回転を許容するよう設定される。
【０１１５】
　前記駆動機構は、リンク上端３１３がリンク停止位置にある際に、規制片３０９におけ
る回転体３０８の正回転に伴う回転変位方向に規制溝部３０３が延在しているので回転体
３０８の正回転が許容される一方、規制片３０９における回転体３０８の逆回転方向に規
制溝部３０３の端縁が臨んでいるので、規制片３０９が規制溝部３０３の端縁に係止され
て回転体３０８の逆回転が規制される。また、駆動機構は、リンク上端３１３がリンク動
作位置にある際に、規制片３０９における回転体３０８の逆回転に伴う回転変位方向に規
制溝部３０３が延在しているので回転体３０８の逆回転が許容される一方、規制片３０９
における回転体３０８の正回転方向に規制溝部３０３の端縁が臨んでいるので、規制片３
０９が規制溝部３０３の端縁に係止されて回転体３０８の正回転が規制される。なお、裏
ユニットボックス５４の上辺部５５ａには、各規制溝部３０３に整合する規制開口５４ｂ
が夫々貫通形成されて(図６または図１７参照)、規制溝部３０３に挿入された規制片３０
９と裏ユニットボックス５４との干渉を回避している。
【０１１６】
　前記上部可動演出装置３００では、上部可動体３４０の待機位置において上部可動体３
４０からアーム３１４を介してリンク３１２に対して往動方向(下向き)に力が加わると、
リンク上端３１３に対して往動方向(下向き)に力がかかる。このため、回転体３０８には
、リンク上端３１３により下向きに回転始動しようと力が働き、リンク上端３１３がリン
ク停止位置で回転体３０８の外側領域上側に位置しているので、回転体３０８を逆回転さ
せる方向に力が作用する。しかし、上部可動体３４０の待機位置において、回転体３０８
の逆回転方向の回転は、規制手段の規制片３０９と規制溝部３０３との係合により規制さ
れているので、リンク上端３１３が往動方向に変位することはなく、アーム３１４が往動
方向に動かないので上部可動体３４０を待機位置で確実に保持できる。また、駆動機構は
、回転体３０８を正回転して、リンク上端３１３をリンク停止位置から復動方向に一旦変
位させなければリンク上端３１３を往動方向に変位できないので、上部可動体３４０、ア
ーム３１４やリンク３１２に往動方向に力が加わっても、駆動モータ３０６の駆動によら
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ず回転体３０８を正回転することはできない。すなわち、駆動機構は、駆動モータ３０６
によって回転体３０８を正回転しなければ、上部可動体３４０に対して衝撃や荷重等によ
り力が加わっても上部可動体３４０を待機位置から動作位置に動作させることができない
。そして、上部可動体３４０は、可動部材３６０,３７０、可動部材３６０,３７０を動か
す可動機構および可動体発光装置３５６等の各種部材が取り付けられると共に、表示部４
１の左右に亘る大型であって重量が嵩んでいるが、ソレノイド等の駆動源や動作機構を必
要としない規制片３０９と規制溝部３０３との係止による簡単な構造の規制手段によって
、上部可動体３４０を待機位置で確実に保持できる。
【０１１７】
　前記規制手段は、上部可動体３４０の待機位置(リンク上端３１３のリンク停止位置)に
おいてだけ回転体３０８の逆回転を規制する構成であり、上部可動体３４０の待機位置と
動作位置との間の動作に際して、回転体３０８およびリンク３１２の変位に邪魔にならな
いので、規制手段を動作させる必要がなく規制手段の構成を簡単にできる。しかも、待機
位置から動作位置に下降させる上部可動体３４０にあっては、待機位置で常に上部可動体
３４０の荷重が回転体３０８を逆回転させる方向に加わっているが、規制手段により回転
体３０８の逆回転が規制されているので、上部可動体３４０を待機位置で確実に保持でき
る。
【０１１８】
　前記アーム３１４を回転可能に支持する支持部３２０の構造について説明する。支持部
３２０は、アーム３１４の一端部の互いに反対に向けて突設された一対の軸部３２２,３
２４と、装置ベース３０２に固定され、第１軸部(一方の軸部)３２２を回転可能に保持す
る第１受部(第１の受部)３２６と、この第１受部３２６との間にアーム３１４の一端部を
挟んで装置ベース３０２に固定され、第２軸部(他方の軸部)３２４を回転可能に保持する
第２受部(第２の受部)３２８とを備えている(図３３または図３４参照)。アーム３１４の
一端部には、後側(装置ベース３０２側)に向けて突出形成された第１軸部３２２と、前側
(遊技者側)に向けて突出形成された第２軸部３２４とが設けられる(図３０または図３１
参照)。両軸部３２２,３２４は、環状に壁が連なる筒形であって、実施例ではアーム３１
４と別体に形成しているが、アームと一体形成してもよい。
【０１１９】
　前記第１軸部３２２は、円筒状の本体部分の前端に突出形成された挿入凸部３２２ａと
、本体部分の外周面に半径方向外側に突出形成された取付受部３２２ｂとを備えている(
図３３参照)。第１軸部３２２の挿入凸部３２２ａは、外径が本体部分の外径より小さく
設定されており、第１軸部３２２の前部が本体部分から挿入凸部３２２ａに向けて窄まる
段状に形成されている。実施例の第１軸部３２２には、取付受部３２２ｂが本体部分を挟
んで上下の２箇所に配置されている。取付受部３２２ｂは、本体部分の外周面前端から延
出し、前面外縁に沿って壁片が立設されている。第１軸部３２２は、挿入凸部３２２ａの
外周面に突設されて前後方向に延在する位置決め片３２２ｃを備えており、実施例では、
取付受部３２２ｂの形成位置に対応して位置決め片３２２ｃが設けられている。すなわち
、第１軸部３２２は、本体部分を挟んで上下に設けられた取付受部３２２ｂ,３２２ｂの
夫々に対応して、挿入凸部３２２ａの外周面における上および下部位に位置決め片３２２
ｃが設けられている。
【０１２０】
　前記第２軸部３２４は、円筒状の本体部分の後端に突出形成された挿入凸部３２４ａと
、本体部分の外周面に半径方向外側に突出形成された片部から後側に向けて突き出た取付
ボス部３２４ｂとを備えている(図３４参照)。第２軸部３２４の挿入凸部３２４ａは、外
径が本体部分の外径より小さく設定されており、第２軸部３２４の後部が本体部分から挿
入凸部３２４ａに向けて窄まる段状に形成されている。第２軸部３２４では、取付ボス部
３２４ｂが第１軸部３２２の取付受部３２２ｂに対応して設けられ、実施例では本体部分
を挟んで上下の２箇所に取付ボス部３２４ｂが配置されている。取付ボス部３２４ｂは、
円柱形状であって、本体部分の外周面後端から延出した片部後面から後側に向けて、第１
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軸部３２２との間に挟むアーム３１４の前後寸法分以上突出するよう形成されている。第
２軸部３２４は、挿入凸部３２４ａの外周面に突設されて前後方向に延在する位置決め片
３２４ｃを備えており、実施例では、取付ボス部３２４ｂの形成位置に対応して位置決め
片３２２ｃが設けられている。すなわち、第２軸部３２４は、本体部分を挟んで上下に設
けられた取付ボス部３２４ｂ,３２４ｂの夫々に対応して、挿入凸部３２４ａの外周面に
おける上および下部位に位置決め片３２４ｃが設けられている。なお、位置決め片３２４
ｃは、挿入凸部３２４ａの外周面から取付ボス部３２４ｂに亘って連設されている。
【０１２１】
　前記アーム３１４には、前記一端部をなす部分に前後に貫通する環状に形成された環状
部３１６が設けられ(図３３または図３４参照)、この環状部３１６の内側に画成された円
形の開口の内径に合わせて第１および第２軸部３２２,３２４の挿入凸部３２２ａ,３２４
ａの外径が設定されている。環状部３１６は、アーム３１４における一端部と他端部との
間の中間部分より大径に形成されている。また、環状部３１６の前後の端縁には、位置決
め切欠３１６ａが第１および第２軸部３２２,３２４の各位置決め片３２２ｃ,３２４ｃに
対応して開設されており、実施例では前後の端縁の夫々に上下の２箇所配置されている。
【０１２２】
　前記第１軸部３２２の挿入凸部３２２ａを環状部３１６の内側に後方から嵌め合わせる
と共に、第２軸部３２４の挿入凸部３２４ａを環状部３１６の内側に前方から嵌め合わせ
て、取付受部３２２ｂに整合した取付ボス部３２４ｂに対して取付受部３２２ｂを介して
ネジ止め固定することで、環状部３１６を前後から挟持した状態で両軸部３２２,３２４
が着脱可能に固定される(図３０または図３１参照)。また、第１および第２軸部３２２,
３２４を環状部３１６に嵌め合わせる際に、各軸部３２２,３２４の位置決め片３２２ｃ,
３２４ｃを対応の位置決め切欠３１６ａに挿入することで、取付受部３２２ａと取付ボス
部３２２ｄとが位置合わせされると共に、各軸部３２２,３２４の環状部３１６に対する
周方向の回転が規制される。そして、アーム３１４の一端部には、第１軸部３２２、第２
軸部３２４および環状部３１６の内側空間が連通して、前後方向に貫通する配線通口３１
７が画成される。なお、各軸部３２２,３２４は、本体部分の外径がアーム３１４の環状
部３１６の外径と略同一に形成されている(図３０または図３１参照)。
【０１２３】
　前記第１受部３２６は、第１軸部３２２に合わせて凹設された第１受溝(第１の受溝)３
２７を有し、この第１受溝３２７に嵌合した第１軸部３２２を回転可能に保持するように
なっている(図３３または図５０参照)。第１受部３２６は、外周面に半径方向外側に突出
形成された片部を挟んで装置ベース３０２にネジ止め固定される。第１受部３２６は、前
方に開放した第１受溝３２７を画成する壁が半径方向内外に設けられた二重環状に形成さ
れて、内側の壁の内方が開口するドーナツ形状になっている。なお、第１受溝３２７の後
側は塞がれており、第１受溝３２７に受け入れた第１軸部３２２の後部を保持するように
なっている。ここで、第１受部３２６は、外側の壁の内径が円筒形の第１軸部３２２にお
ける後部の外径と同じか僅かに大きい略同一に設定されると共に、内側の壁の外径が第１
軸部３２２における後部の内径と同じか僅かに小さい略同一に設定されている。すなわち
、第１受部３２６の前側に環状に延在する第１受溝３２７は、半径方向の幅が第１軸部３
２２の本体部分後部を構成する壁と略同一に設定されており、第１受溝３２７に嵌合した
第１軸部３２２の後部が第１受溝３２７を画成する内外の壁で挟まれるようになっている
(図３０参照)。従って、支持部３２０は、第１軸部３２２の後部を第１受溝３２７に挿入
することで、第１軸部３２２の外側を囲う第１受溝３２７の外側の壁で半径方向の移動を
規制すると共に、第１軸部３２２の内側に嵌り込んだ第１受溝３２７の内側の壁で半径方
向の移動規制するようになっている。
【０１２４】
　前記第１受部３２６の内側の開口が、アーム３１４の一端部に開設された配線通口３１
７に連通して、該配線通口３１７の一部を構成している。第１受部３２６には、後端から
第１受溝３２７の底部にかけて切欠が形成されており、該第１受部３２６を装置ベース３
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０２に取り付けた際に装置ベースとの間に切欠によって配線通口３１７と外部とを連通す
る後部開口３２６ａが画成される。また、装置ベース３０２には、支持部３２０の配線通
口３１７に合わせて開口すると共にこの開口に連通して配線の引き回し側に切り欠いた配
線開口部(開口部)３０４が設けられている(図２５または図２６参照)。ここで、配線開口
部３０４は、後部開口３２６ａが設けられる外側上部に対応して装置ベース３０２の外側
縁まで連通するよう切り欠きが形成されている。
【０１２５】
　前記第２受部３２８は、第２軸部３２４に合わせて凹設された第２受溝(第２の受溝)３
２９を有し、この第２受溝３２９に嵌合した第２軸部３２４を回転可能に保持するように
なっている。第２受部３２８は、遊技盤４０の前面に現れる装飾前板３２８ａの後面に第
２受溝３２９が設けられると共に(図４または図２３参照参照)、装飾前板３２８ａ後面に
おける第２受溝３２９を挟む上下に後側に向けて突出形成された一対の固定脚部３３０,
３３０を、装置ベース３０２にネジ止めすることで固定されている(図２７または図２８
参照)。第２受部３２８は、後方に開放した第２受溝３２９を画成する壁が半径方向内外
に設けられた二重環状に形成されてている(図３４参照)。なお、第２受溝３２９の前側は
、装飾前板３２８ａで塞がれており、第２受溝３２９に受け入れた第２軸部３２４の前部
を保持するようになっている。
【０１２６】
　前記第２受部３２８は、外側の壁の内径が円筒形状の第２軸部３２４における前部の外
径と同じか僅かに大きい略同一に設定されると共に、内側の壁の外径が第２軸部３２４に
おける前部の内径と同じか僅かに小さい略同一に設定されている。すなわち、第２受部３
２８の後側に環状に延在する第２受溝３２９は、半径方向の幅が第２軸部３２４における
本体部分前部の壁と略同一に設定されており、第２受溝３２９に嵌合した第２軸部３２４
の前部が第２受溝３２９を画成する内外の壁で挟まれるようになっている。従って、支持
部３２０は、第２軸部３２４の前部を第２受溝３２９に挿入することで、第２軸部３２４
の外側を囲う第２受溝３２９の外側の壁で半径方向の移動を規制すると共に、第２軸部３
２４の内側に嵌り込んだ第２受溝３２９の内側の壁で半径方向の移動規制するようになっ
ている。
【０１２７】
　前記支持部３２０は、装置ベース３０２に固定された第１受部３２６の第１受溝３２７
に第１軸部３２２を嵌め合わせると共に、第２受溝３２９に第２軸部３２４を嵌め合わせ
た第２受部３２８を装置ベース３０２に固定することで、アーム３１４の一端部を前後の
受部３２６,３２８で前後から回転可能に挟持するよう構成される(図３０または図５０参
照)。また、支持部３２０は、第２受部３２８の装飾前板３２８ａでアーム３１４の一端
部から第１受部３２６に連通する配線通口３１７の前側を塞ぐと共に、待機位置にある上
部可動体を支持するアーム３１４を隠している(図２３参照)。
【０１２８】
　このように、前記支持部３２０は、アーム３１４に設けられた円筒形状の軸部３２２,
３２４を受部３２６,３２８における環状の受溝３２７,３２９で保持する構成であるので
、アーム３１４の軸部３２２,３２４が受部３２６,３２８で前後から挟まれると共に各軸
部３２２,３２４が受溝３２７,３２９の内側を画成する壁と外側を画成する壁とで内外か
ら挟さまれて、アーム３１４の一端部が支持される。すなわち、支持部３２０は、アーム
３１４の一端部を回転軸線方向の両側から挟むと共に半径方向内外から挟んで保持してい
るので、アーム３１４に加わる力をバランスよく受けて、上部可動体３４０を安定して支
持することができる。上部可動体３４０は、可動部材３６０,３７０、可動部材３６０,３
７０を動かす可動機構および可動体発光装置３５６等の各種部材が取り付けられると共に
、表示部４１の左右に亘る大型であって重量が嵩んでいるが、支持部３２０で上部可動体
３４０の荷重を適切に受けて円滑にアーム３１４を揺動させることができる。また、上部
可動体３４０は、遊技者の注意を惹くように表示部４１の上側に退避した待機位置から表
示部４１の前側における略中央に下端が達する程度に大きく往復動作されるが、上部可動
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体３４０を支持する両アーム３１４,３１４が支持部３２０,３２０によってバランスよく
支持されているので、上部可動体３４０の動作に際して動作演出に関係のないがたつきを
抑えることができる。
【０１２９】
　しかも、支持部３２０の内側には、上部可動体３４０に設けられる電気部品に接続する
配線の配設スペースとなる配線通口３１７を設けてあるが、軸部３２２,３２４が形状的
に強度を担保するのに有利な円筒形に形成されると共に、各受部３２６,３２８の受溝３
２７,３２９で対応の各軸部３２２,３２４を内外から挟んで保持しているので、支持部３
２０としての支持強度が低下することはない。また、支持部３２０は、受部３２６,３２
８の受溝３２７,３２９に嵌って摩耗し易い軸部３２２,３２４をアーム３１４の本体部分
と別体に構成すると共に着脱可能になっているので、軸部３２２,３２４の交換が行い易
くなっている。すなわち、支持部３２０は、軸部３２２,３２４および受溝３２７,３２９
が摩耗した際に、軸部３２２,３２４および受部３２６,３２８を取り外して交換すること
ができ、また交換が容易なので、常に上部可動体３４０(アーム３１４)を安定して保持し
た状態を維持し得る。
【０１３０】
　前記上部可動演出装置３００では、装置ベース３０２の前面に各駆動機構に対応して設
けられた駆動側検知手段(原位置検知手段)３３４によって、回転体３０８に設けられた検
知片(検知部)３１０の有無の検知に基づいて上部可動体３４０の位置が判定されるように
なっている(図３７～図４０参照)。検知片３１０は、回転体３０８の前面における偏心位
置に設けられ、回転体３０８の外周縁から半径方向外側に突出するよう形成されている(
図３７または図３８参照)。また、検知片３１０は、リンク停止位置にあるリンク上端３
１３に対して回転体３０８の回転中心を通る往復動方向のラインを挟んで内側(表示部４
１側)に配置されており、より具体的には回転体３０８の内側領域における復動方向側に
、上部可動体３４０の待機位置で位置するようになっている(図３７参照)。すなわち、右
側の駆動機構の検知片３１０は、上部可動体３４０の待機位置で回転体３０８の左側上部
領域に位置し、右側の駆動機構の検知片３１０は、回転体３０８の右側上部領域に位置し
ている。
【０１３１】
　前記駆動側検知手段３３４は、回転体３０８に隣接して装置ベース３０２におけるリン
ク３１２およびアーム３１４の変位経路から外れた位置に設けられ(図３７～図４０参照)
、リンク３１２およびアーム３１４の変位に邪魔にならないようになっている。駆動側検
知手段３３４は、回転体３０８より内側でかつ上部可動体３４０の復動方向側に配置され
ており、回転体３０８より外側でかつ上部可動体３４０の往動方向側に位置するアーム３
１４の支持部３２０に対して回転体３０８を反対側に配置される。すなわち、右側の駆動
機構に対応する駆動側検知手段３３４は、回転体３０８の左上側に配置され、左側の駆動
機構に対応する駆動側検知手段３３４は、回転体３０８の右上側に配置されている。
【０１３２】
　前記駆動側検知手段３３４としては、装置ベース３０２に立てた姿勢で固定された基板
の回転体３０８に臨む面に上下に離間するセンサ部３３４ａを備えたフォトセンサが採用
されている。駆動側検知手段３３４の基板は、上部可動体３４０の往動方向(下方)に向か
うにつれて外側から内側へ向けて傾くように延在し、下方に指向する面に設けた上下のセ
ンサ部３３４ａ,３３４ａの間を回転体３０８から半径方向外側に突出した検知片３１０
が通過するようになっている(図４１参照)。駆動側検知手段３３４は、リンク上端３１３
がリンク停止位置にある回転体３０８の姿勢で、検知片３１０が上下のセンサ部３３４ａ
,３３４ａの間に位置するよう構成され(図３７参照)、上下のセンサ部３３４ａ,３３４ａ
の間を検知片３１０で塞ぐことで検知片３１０の到来が検知される。ここで、上部可動演
出装置３００は、回転体３０８の逆回転時に検知片３１０を駆動側検知手段３３４で検知
した際に、直ちにまたは所定のステップ数だけ駆動モータ３０６の逆駆動を継続してから
停止するようになっている。
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【０１３３】
　前記駆動機構は、回転体３０８の回転運動をリンク３１２を介してアーム３１４の揺動
動作に変換するリンク構造を採用しているので、リンク上端３１３が回転体３０８の上部
領域を変位している場合と回転体３０８の側部領域を変位している場合とでアーム３１４
(上部可動体３４０)の往復動方向の変位量が異なっている。すなわち、駆動機構は、回転
体３０８の回転変位量とアーム３１４(上部可動体３４０)の変位量とが対応する関係にな
っていない。上部可動演出装置３００では、上部可動体３４０を停止する位置の判定を上
部可動体３４０や該上部可動体３４０を支持するアーム３１４で行わずに、回転体３０８
に設けた検知片３１０の駆動側検知手段３３４での検知に基づいて行っている。このため
、回転体３０８に設けられたリンク上端３１３をリンク停止位置で確実に停止することが
できるので、駆動機構を正確な位置で停止することができる。
【０１３４】
　前述の如く、駆動機構は、リンク上端３１３のリンク停止位置で規制手段３０３,３０
９が機能する構成であるので、上部可動体３４０やアーム３１４で位置検知を行う場合で
は、回転体３０８がリンク上端３１３がリンク停止位置まで戻っていないのにかかわらず
、上部可動体３４０が一旦待機位置に到来するので、この位置で回転体３０８を停止する
とリンク上端３１３が回転体３０８の内側領域で止まるおそれがある。リンク上端３１３
が回転体３０８の内側領域にあると、上部可動体３４０やアーム３１４に対して下方に力
が加わると、回転体３０８の逆回転方向の回転を規制する規制手段３０３,３０９が機能
せず、リンク上端３１３を介して回転体３０８を正回転方向に回転してしまう。実施例の
位置判定構造では、規制手段の規制片３０９が設けられる回転体３０８を基準として駆動
機構を停止しているので、規制手段による上部可動体３４０の待機位置での保持を確実に
行うことができる。
【０１３５】
　前記装置カバー３３８は、装置ベース３０２における側端部を除く左右に延在する部分
と、該左右に延在する部分の下側に露出する裏ユニットボックス５４の上辺部５５ａとを
覆って、装置ベース３０２に取り付けられている(図２３参照)。装置カバー３３８は、待
機位置にある上部可動体３４０の後側に位置する一方、上部可動体３４０が動作位置に変
位することで前側に現れて、表示部４１の上側を装飾するようになっている(図５または
図２４参照)。
【０１３６】
　前記上部可動演出装置３００は、左右の駆動機構が同期して動作するよう構成され、上
部可動体３４０が水平姿勢を維持したまま往復動されるようになっている。上部可動演出
装置３００は、駆動モータ３０６が正駆動して回転体３０８が正回転すると、リンク３１
２に押されてアーム３１４が支持部３２０を支点として下方へ揺動し、これに伴い上部可
動体３４０が待機位置から動作位置へ向けて下方変位する。上部可動演出装置３００は、
駆動モータ３０６が逆駆動して回転体３０８が逆回転すると、リンク３１２に引き上げら
れてアーム３１４が支持部３２０を支点として上方へ揺動し、これに伴い上部可動体３４
０が動作位置から待機位置へ向けて上方変位する。
【０１３７】
　次に、前記上部可動体３４０について説明する。図２３～図４６に示すように、上部可
動体３４０は、複数(実施例では３つ)の可動部材３６０,３７０,３７０および可動体発光
装置(発光装置)３５６を備えており、２つの駆動機構によって支持されて自身が動作して
演出するだけでなく、複数の可動部材３６０,３７０,３７０の動作演出と可動体発光装置
３５６による発光演出とを単独または複合して行うことができる。上部可動体３４０は、
後カバー(基体)３４２と前カバー３７６とからなるケース体３４１の前側に可動部材３６
０,３７０,３７０が複数設けられると共に、複数の可動部材３６０,３７０,３７０を動か
す可動機構(駆動機構)および上部可動体３４０の発光演出を担う可動体発光装置３５６が
ケース体３４１の内部に収容されている。ここで、実施例の上部可動体３４０には、左右
横長のケース体３４１の前側中央に第１可動部材３６０が配置されると共に、この第１可
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動部材３６０を挟んで左右両側に一対の第２可動部材３７０,３７０が配置されている(図
２３参照)。
【０１３８】
　前記ケース体３４１は、上部可動体３４０の外郭の後側半分を構成する後カバー３４２
と、上部可動体３４０の外郭の前側半分を構成する前カバー３７６とから構成される(図
３５または図３６参照)。後カバー３４２および前カバー３７６は、該後カバー３４２お
よび前カバー３７６の間に収容されて可動機構と可動体発光装置３５６との間を仕切る仕
切板３４６に夫々ネジ止め固定される。
【０１３９】
　前記後カバー３４２は、前側に開放した透明な箱状部材であって、左右の両側部上側に
前後に貫通形成された取付溝３４３,３４３を備えている。取付溝３４３は、全周に亘っ
て後面から前方に延出する壁によって画成されており、この壁の前端が前カバー３７６の
内方に臨んでいる(図３２参照)。また、取付溝３４３は、上部可動体３４０の往復動方向
に直交する方向に長手が延在すると共に、短手寸法がアーム３１４の一端部に設けられた
取付軸３１５の外径と略同一に設定されている。ここで、取付軸３１５は、アーム３１４
の一端部に前方に突出するよう設けられた軸棒３１５ａに対して、取付溝３４３の短手寸
法と略同一に設定された筒状本体とこの筒状本体の一端に取付溝３４３の短手寸法より大
寸のフランジとを有する摺動片３１５ｂを嵌め合わせて構成されている(図３２参照)。取
付溝３４３に後側から挿入した取付軸３１５は、取付溝３４３の前後に位置する一対の摺
動片３１５ｂ,３１５ｂのフランジで取付溝３４３を前後から挟むことで抜け止めが図ら
れ、取付溝３４３の長手辺に沿う取付軸３１５の変位が許容されると共に、取付軸３１５
に対して上部可動体３４０が回転方向に変位可能に保持される。
【０１４０】
　前記後カバー３４２は、左右の側部上側に各取付溝３４３の外側に位置して集線口３４
４,３４４が夫々設けられている(図２６または図３４参照)。各集線口３４４は、前後に
貫通形成されている。また、各集線口３４４は、取付溝３４３で取付軸３１５が支持され
たアーム３１４の前側に延在し、上部可動体３４０の往復動に伴う上部可動体３４０に対
するアームの変位経路に対応して、集線口３４４が外側を凸とする略円弧状に湾曲した形
状で画成されている。
【０１４１】
　前記前カバー３７６は、後側に開放する箱状に形成された前カバー本体３７７と、この
前カバー本体３７７の前面に複数開設された窓開口３７７ａ,３７７ｂ,３７７ｃを覆う窓
部材３７８と、窓開口３７７ａ,３７７ｂ,３７７ｃの開口縁を装飾する枠部材３７９とを
備えている(図３５または図３６参照)。また、前カバー本体３７７の前面には、ケース体
３４１の前面における左右の側部に設けられる第２可動部材３７０,３７０の前側に夫々
位置して、該第２可動部材３７０を囲む装飾額片３８０,３８０が取り付けられている。
前カバー本体３７７は、後方に延出する壁における左右の側部上側を除く上縁、側縁およ
び下縁が、後カバー３４２の前方に延出する壁の前端に整合するよう形成されている(図
３４参照)。ケース体３４１は、後カバー３４２の前端と前カバー本体３７７の後端とを
突き合わせて、後カバー３４２の板面と前カバー本体３７７の板面との間に、可動機構お
よび可動体発光装置３５６の収容空間が画成される。
【０１４２】
　前記前カバー本体３７７は、光を透過しないように構成されている。前カバー本体３７
７は、ケース体３４１の前面を構成する板面の中央に円形の第１窓開口３７７ａが開設さ
れると共に、この第１窓開口３７７ａを挟んで左右に円形の第２窓開口３７７ｂが２箇所
開設されている(図３５参照)。また、前カバー本体３７７は、前記板面における第１窓開
口３７７ａと第２窓開口３７７ｂとの間の夫々に、円形の第３窓開口３７７ｃが複数開設
されている。複数の第３窓開口３７７ｃは、第１窓開口３７７ａの外側に位置して該第１
窓開口３７７ａの同心円上に並べて配置され、実施例では、第３窓開口３７７ａが第１窓
開口３７７ａの左右に該第１窓開口３７７ａを挟んで左右対称な位置関係で３箇所ずつ設
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けられている。
【０１４３】
　前記枠部材３７９は、第１窓開口３７７ａ、第２窓開口３７７ｂおよび第３窓開口３７
７ｃの開口縁を縁取るように形成されて、前カバー本体３７７に対して前側から取り付け
られている(図２３または図３５参照)。また、枠部材３７９は、各窓開口３７７ａ,３７
７ｂ,３７７ｃの開口縁を囲む縁取り部分の内側が該窓開口３７７ａ,３７７ｂ,３７７ｃ
に整合して開口している。枠部材３７９は、ケース体３４１の表側に臨む部分にメッキ等
の光反射処理が施されている。
【０１４４】
　前記窓部材３７８は、透明な板状部分を基本として、各窓開口３７７ａ,３７７ｂ,３７
７ｃの開口縁を縁取る枠部材３７９の縁取り部分の内側開口に夫々整合する光透過窓３７
８ａ,３７８ｂ,３７８ｃを備えている(図３５参照)。窓部材３７８は、前カバー本体３７
７の後側から取り付けられ、前カバー本体３７７の後側に延在する板状部分から夫々突出
形成された光透過窓３７８ａ,３７８ｂ,３７８ｃが、枠部材３７９の縁取り部分の内側開
口に嵌り込んで前カバー本体３７７に対して位置決めされる。窓部材３７８は、第１窓開
口３７７ａに対応する第１光透過窓(第１の光透過窓)３７８ａの前面および第２窓開口３
７７ｂに対応する第２光透過窓３７８ｂの前面が平坦に形成され、第１光透過窓３７８ａ
および第２光透過窓３７８ｂの前面が枠部材３７９の縁取り部分前端と略一致するように
なっている。また、窓部材３７８は、第３窓開口３７７ｃに対応する第３光透過窓(第２
の光透過窓)３７８ｃの全てが、周縁部から中央部に向かうにつれて前方へ凸になる凸レ
ンズ状に形成されている。そして、第１光透過窓３７８ａおよび第２光透過窓３７８ｂに
は、前側に設けられる可動部材３６０,３７０を支持する回転軸３６１,３７１が挿通する
軸開口３７８ｄが中央部に開設されている。
【０１４５】
　前記仕切板３４６は、外形が前カバー３７６の前カバー本体３７７の内側に整合するよ
う形成された板状部材である(図３５または図３６参照)。仕切板３４６は、後カバー３４
２および前カバー３７６を繋ぐ連結部材として機能すると共に、前カバー３７６の後面を
塞いでケース体３４１の内部空間を仕切板３４６を挟んで後側に画成される可動機構の後
述する歯車群を収容する空間と前側に画成される可動体発光装置３５６を収容する空間と
に区分している。
【０１４６】
　前記可動部材３６０,３７０を動作させる可動機構は、上部可動体３４０の後面を構成
する後カバー３４２の中央上部に配設された可動モータ(モータ)３４８と、後カバー３４
２の前側に回転可能に設けられ、可動モータ３４８の回転駆動に連動して回転する歯車群
とから構成される(図４４～図４６参照)。可動モータ３４８は、出力軸３４８ａを前方に
臨ませて後カバー３４２の後面に取り付けられ、後カバー３４２の前側に突出する出力軸
３４８ａの前端にピニオン３４８ｂが固定されている。すなわち、ピニオン３４８ｂは、
仕切板３４６と後カバー３４２との間の空間に収容される。
【０１４７】
　前記歯車群を構成する歯車３４９,３５０,３５１は、仕切板３４６に対して回転軸３５
２,３６１,３７１を介して回転可能に配設されて、仕切板３４６と後カバー３４２との間
に収容されている。上部可動体３４０では、各歯車３４９,３５０,３５１の後面から後方
に突出する回転軸３５２,３６１,３７１の後端および各歯車３４９,３５０,３５１の後面
中央に突設されて該回転軸３５２,３６１,３７１の後端を保持するボス部３４９ａ,３５
０ａ,３５０ａが、後カバー３４２に回転軸３５２,３６１,３７１に合わせて後方へ凹設
された軸収容凹部３４２ａに収容されるようになっている(図３５または図３６参照)。
【０１４８】
　前記歯車群は、可動モータ３４８を構成するピニオン３４８ｂに連結し、可動モータ３
４８により回転される第１の主歯車３４９と、この第１の主歯車３４９を挟んで左右対称
な位置関係で対をなすように配置された第２の主歯車３５０,３５０と、これらの主歯車
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３４９,３５０の間に位置して該主歯車３４９,３５０同士を連繋するように設けられた従
歯車３５１とを備えている(図４６参照)。実施例の歯車群は、１つの第１の主歯車３４９
と、この第１の主歯車３４９を挟む２つの第２の主歯車３５０,３５０と、第１の主歯車
３４９および第２の主歯車３５０の間に夫々配設された従歯車３５１とから構成される。
可動機構は、可動モータ３４８の出力軸３４８ａの直下に第１の主歯車３４９の回転軸３
６１が配置され、２つの第２の主歯車３５０,３５０および２つの従歯車３５１,３５１の
回転軸３５２,３７１が、第１の主歯車３４９の回転軸３６１より下方に位置して左右方
向の同一ライン上に並んでいる(図４６または図４７参照)。
【０１４９】
　前記第１の主歯車３４９に接続された回転軸３６１の前端には、第１可動部材３６０が
接続され、第２の主歯車３５０に接続された回転軸３７１の前端には、第２可動部材３７
０が接続されている(図４５参照)。第１の主歯車３４９と第２の主歯車３５０とは、外周
に設けられた歯数や径が同じである同一規格の平歯車が採用されている。また、従歯車３
５１は、主歯車３４９,３５０より大径に設定された平歯車が採用されている(図４６参照
)。
【０１５０】
　前記可動機構は、第１可動部材３６０が接続された回転軸３６１に連結する第１の主歯
車３４９に可動モータ３４８が接続され、第１の主歯車３４９の回転に伴って従歯車３５
１を介して第２可動部材３７０が接続された回転軸３７１に連結する第２の主歯車３５０
を回転して、第１可動部材３６０と２つの第２可動部材３７０,３７０とを同一方向にか
つ同期して回転するよう構成される。すなわち、可動機構では、第１の主歯車３４９およ
び第２の主歯車３５０の間に介在する従歯車３５１が遊び歯車として機能し、１つの可動
モータ３４８で１つの第１の主歯車３４９を回転することで、２つの第２の主歯車３５１
,３５１を複雑な伝達機構を用いることなく簡単に同期して回転し得る。
【０１５１】
　前記上部可動体３４０の可動体発光装置３５６は、仕切板３４６の前面に配設され、前
面に発光体としてのＬＥＤ３５７を備えた発光基板からなり、ＬＥＤ３５７から光を前方
に照射し得るようになっている(図３５または図３６参照)。可動体発光装置３５６は、仕
切板３４６の外縁に沿って前方に延出する外壁３４６ａの内側に整合する外形に形成され
ると共に、仕切板３４６の前面に突出する回転軸３５２,３６１,３７１を回転可能に保持
する軸凸部３４６ｂに合わせて軸通過口３５６ａが開設されている。可動体発光装置３５
６は、仕切板３４６の外壁３４６ａに内側に収容されると共に、中央および左右側部に突
出する軸凸部３４６ｂに対応の軸通過口を収容して仕切板３４６に取り付けられる。なお
、仕切板３４６および後カバー３４２の板面には、図示しない通気口が開設されて、ケー
ス体３４１の内部から外部へ放熱し得るようになっている。
【０１５２】
　前記可動体発光装置３５６は、前側に設けられた光透過窓３７８ａ,３７８ｂ,３７８ｃ
に合わせてＬＥＤ３５７が配置されている(図４２または図４３参照)。可動体発光装置３
５６の前面には、第１光透過窓３７８ａに対応して該第１光透過窓３７８ａの中心を挿通
する回転軸３６１(軸通過口３５６ａ)を中心とする同心円上に複数(実施例では１０個)の
ＬＥＤ３５７が一定の角度で円形配列されている。また、可動体発光装置３５６の前面に
は、各第２光透過窓３７８ｂに対応して該第２光透過窓３７８ｂの中心を挿通する回転軸
３７１(軸通過口３５６ａ)を中心とする同心円上に複数(実施例では５個)のＬＥＤ３５７
が一定の角度で円形配列されている。更に、可動体発光装置３５６の前面には、各第３光
透過窓３７８ｃに対応して該光透過窓３７８ｃの中央部に位置して１個のＬＥＤ３５７が
夫々配置されている。すなわち、上部可動体３４０は、ＬＥＤ３５７を点灯することで該
ＬＥＤ３５７の前側を覆う光透過窓３７８ａ,３７８ｂ,３７８ｃを照明し得るようになっ
ている。
【０１５３】
　実施例の上部可動体３４０では、複数の可動部材３６０,３７０,３７０が相似形状とさ
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れている。実施例の可動部材３６０,３７０,３７０は、桜花をモチーフにして形成され、
略涙滴状の花弁部分(可動片)を円形状に複数(実施例では５枚)配列して構成されている(
図２３参照)。なお、各花弁部分は、外縁中央から半径方向内側に向けて略三角形状の切
り込みが形成されている。ここで、各可動部材３６０,３７０,３７０は、隣り合う花弁部
分の間が中央部から半径方向中間部分まで接するよう形成される一方、隣り合う花弁部分
における外縁部の間が互いに離間するよう形成されている。また、各可動部材３６０,３
７０は、花弁部分の外縁を縁取って光を透過しない装飾縁部(装飾部)３６２,３７２が設
けられると共に、この装飾縁部３６２,３７２で囲われる花弁部分の内部領域が光を透過
する光拡散部３６３,３７３で構成されている。なお、実施例の可動部材３６０,３７０で
は、装飾縁部３６２,３７２が花弁部分の外縁だけではなく、花弁部分の根元部分から花
弁部分の中央部に向けて延在するめしべの如き装飾も構成している。装飾縁部３６２,３
７２には、メッキ等の光を反射する処理が施されている。
【０１５４】
　各可動部材３６０,３７０には、複数の花弁部分が合わさる後面中央に回転軸３６１,３
７１が連結されている。また、各可動部材３６０,３７０は、後側に位置する光透過窓３
７８ａ,３７８ｂより外形が大きく形成されて、花弁部分の先端が対応の光透過窓３７８
ａ,３７８ｂの外側に位置するようになっている(図２３または図４２参照)。更に、各可
動部材３６０,３７０は、隣り合う花弁部分間の隙間から光透過窓３７８ａ,３７８ｂが前
側に臨むように構成されている。上部可動体３４０の中央部に位置する第１可動部材３６
０は、左右の第２可動部材３７０,３７０より大寸に形成されている(図２３参照)。また
、複数の可動部材の中で第１可動部材３６０と第２可動部材３７０とは、光拡散部３６３
,３７３の光拡散態様が異なるよう構成される。
【０１５５】
　前記第１可動部材３６０は、前面をなす被覆部３６４と後面をなす後板部３６５との間
に、内挿部３６６および光拡散シート３６７を挟んで構成されている(図３５および図３
６参照)。被覆部３６４は、後側に開放する凹形状に形成され、花弁部分の外周縁前面を
縁取る装飾縁部３６２およびこの装飾縁部３６２の内側に画成されて光拡散部３６３の前
面を構成する透明部分を備えている。被覆部３６４は、光拡散部３６３の前面を構成する
透明部分が装飾縁部３６２と比べて隆起するよう形成されており、実施例では、花弁形状
の中央部を通る半径方向のラインを挟んで２条の隆起部分が設けられ、光拡散部３６３の
前面が凹凸形状に形成されている。内挿部３６６は、被覆部３６４より一回り小さい相似
形状に形成された透明な部材であって、被覆部３６４の後側から嵌め合わせられている。
光拡散シート３６７は、第１可動部材３６０の外形に合わせて形成されたシート状部材で
あって、実施例の光拡散シート３６７は、所要のドットパターンによる光拡散処理が施さ
れている。後板部３６５は、第１可動部材３６０の外形に合わせて形成された板状部材で
あって、透明な素材から形成されている。また、後板部３６５の中央には、第１の主歯車
３４９に連結する回転軸３６１が固定されている。そして、第１可動部材３６０は、被覆
部３６４の内側に収容した内挿部３６６と後板部３６５との間に、該第１可動部材３６０
の外形形状より一回り小さく設定した外形形状の光拡散シート３６７を挟んで後板部３６
５の後側からネジ止め固定される。
【０１５６】
　このように、第１可動部材３６０は、第１光透過窓３７８ａの前側に位置する後板部３
６５、光拡散シート３６７、内挿部３６６および被覆部３６４の透明部分とから光拡散部
３６３が構成されている。第１可動部材３６０は、第１光透過窓３７８ａの前側に位置す
る光拡散部３６３によって、第１光透過窓３７８ａを介して前側に照射されるＬＥＤ３５
７の光を拡散するようになっている。上部可動体３４０では、第１可動部材３６０を回転
することで、第１光透過窓３７８ａの前側を光拡散部３６３および装飾縁部３６２が順に
通過するように構成されている。より具体的には、第１可動部材３６０は、隣り合う花弁
部分の間に隙間が形成されているので、第１光透過窓３７８ａの前側に装飾縁部３６２が
到来して第１光透過窓３７８ａを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が装飾縁部３６２で
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隠される部位と、第１光透過窓３７８ａの前側に光拡散部３６３が到来して第１光透過窓
３７８ａを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が光拡散部３６３で拡散される部位と、第
１光透過窓３７８ａの前側に隣り合う花弁部分の隙間が到来して第１光透過窓３７８ａを
介して照射されるＬＥＤ３５７の光が直接漏れる部位とが、第１可動部材３６０の回転に
つれて順次移り変わるようになっている(図４２参照)。
【０１５７】
　前記上部可動体３４０は、第１光透過窓３７８ａを介して照射されるＬＥＤ３５７の光
が該第１可動部材３６０の回転に伴って光拡散部３６３を介して視認可能とする態様と装
飾縁部３６２で遮って視認不能とする態様とに順に切り替わるので、第１可動部材３６０
の回転動作と相まって発光による演出効果を向上することができる。また、上部可動体３
４０は、前述した態様だけでなく、花弁部分間の隙間から第１光透過窓３７８ａが前側に
臨むので、光を光拡散部３６３で拡散発光する態様および光を装飾縁部３６２で隠す態様
に加えて、ＬＥＤ３５７により照らされた第１光透過窓３７８ａを見せる態様が、第１可
動部材３６０の回転に伴って現れるので、更に発光による演出効果を向上することができ
る。
【０１５８】
　前記第１可動部材３６０は、第１光透過窓３７８ａの外側に該第１可動部材３６０の回
転中心を中心とする同心円上に並んだ複数の第３光透過窓３７８ｃの前側を先端部が通過
するように構成されている(図２３または図４２参照)。上部可動体３４０は、第１可動部
材３６０を回転することで、各第３光透過窓３７８ｃの前側を光拡散部３６３および装飾
縁部３６２が順に通過するように構成されている。より具体的には、第１可動部材３６０
は、隣り合う花弁部分の間に隙間が形成されているので、第３光透過窓３７８ｃの前側に
装飾縁部３６２が到来して第３光透過窓３７８ｃを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が
装飾縁部３６２で隠される部位と、第３光透過窓３７８ｃの前側に光拡散部３６３が到来
して第３光透過窓３７８ｃを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が光拡散部３６３で拡散
される部位と、第３光透過窓３７８ｃの前側に隣り合う花弁部分の隙間が到来して第３光
透過窓３７８ｃを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が直接漏れる部位とが、第１可動部
材３６０の回転につれて順次入れ替わるようになっている。また、第１可動部材３６０の
花弁部分先端には、切り込みが設けられているので、この切り込みが第３光透過窓３７８
ｃの前側に到来すると、装飾縁部３６２で第３光透過窓３７８ｃの一部が隠される一方、
切り込みを介して第３光透過窓３７８ｃの残りの部分が前側に臨むので、第３光透過窓３
７８ｃを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が漏れるようになっている。
【０１５９】
　前記上部可動体３４０は、第３光透過窓３７８ｃを介して照射されるＬＥＤ３５７の光
が該第１可動部材３６０の回転に伴って光拡散部３６３を介して視認可能とする態様と装
飾縁部３６２で遮って視認不能とする態様とに順に切り替わるので、第１可動部材３６０
の回転動作と相まって発光による演出効果を向上することができる。また、上部可動体３
４０は、前述した態様だけでなく、花弁部分間の隙間および花弁部分先端の切り欠きから
第３光透過窓３７８ｃが前側に臨むので、光を光拡散部３６３で拡散発光する態様および
光を装飾縁部３６２で隠す態様に加えて、ＬＥＤ３５７により照らされた第３光透過窓３
７８ｃを見せる態様が、第１可動部材３６０の回転に伴って現れるので、更に発光による
演出効果を向上することができる。しかも、第３光透過窓３７８ｃは、平板状に形成され
た第１光透過窓３７８ａと異なってレンズ状に形成されているので、第１光透過窓３７８
ａとは異なる光拡散態様になると共に第１可動部材３６０の隙間からの視認態様も異なっ
ている。従って、上部可動体３４０は、第１光透過窓３７８ａの部分での発光演出と第３
光透過窓３７８ｃの部分での発光演出が相まって高い演出効果が得られる。
【０１６０】
　前記第２可動部材３７０は、複数の部材３６４,３６５,３６６,３６７を重ね合わせて
構成した第１可動部材３６０と異なり、透明な部材の外縁および所要部分に装飾縁部３７
２を形成した単一の部材から構成されている(図３５または図３６参照)。第２可動部材３
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７０は、装飾縁部３７２に囲まれた透明部分に形成された隆起形状がレンズの如く機能し
て、この透明部分が光拡散部３７３として光を拡散するよう構成されている。上部可動体
３４０は、第２可動部材３７０を回転することで、第２光透過窓３７８ｂの前側を光拡散
部３７３および装飾縁部３７２が順に通過するように構成されている。より具体的には、
第２可動部材３７０は、隣り合う花弁部分の間に隙間が形成されているので、第２光透過
窓３７８ｂの前側に装飾縁部３７２が到来して第２光透過窓３７８ｂを介して照射される
ＬＥＤ３５７の光が装飾縁部３７２で隠される部位と、第２光透過窓３７８ｂの前側に光
拡散部３７３が到来して第２光透過窓３７８ｂを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が光
拡散部３７３で拡散される部位と、第２光透過窓３７８ｂの前側に隣り合う花弁部分の隙
間が到来して第２光透過窓３７８ｂを介して照射されるＬＥＤ３５７の光が漏れる部位と
が、第２可動部材３７０の回転につれて順次入れ替わるようになっている。
【０１６１】
　前記上部可動体３４０は、第２光透過窓３７８ｂを介して照射されるＬＥＤ３５７の光
が第２可動部材３７０の回転に伴って光拡散部３７３を介して視認可能とする態様と装飾
縁部３７２で遮って視認不能とする態様とに順に切り替わるので、第２可動部材３７０の
回転動作と相まって発光による演出効果を向上することができる。また、上部可動体３４
０は、前述した態様だけでなく、花弁部分間の隙間から第２光透過窓３７８ｂが前側に臨
むので、光を光拡散部３７３で拡散発光する態様および光を装飾縁部３７２で隠す態様に
加えて、ＬＥＤ３５７により照らされた第２光透過窓３７８ｂを見せる態様が、第２可動
部材３７０の回転に伴って現れるので、更に発光による演出効果を向上することができる
。
【０１６２】
　前記上部可動体３４０は、複数の可動部材３６０,３７０,３７０がばらばらに動作する
のではなく、複数の可動部材３６０,３７０,３７０が可動機構によって同一方向に同期し
て回転する構成であるので、可動部材３６０,３７０,３７０の動作と発光演出とが関連付
けられて、上部可動体３４０全体として統一感のある演出を行うことができる。また、第
１可動部材３６０の光拡散部３６３と第２可動部材３７０の光拡散部３７３とが異なる光
拡散処理を施してあるので、全体として統一感のある発光演出の中で領域毎に若干異なる
発光演出がなされ、発光演出の多様性を持たせることができる。
【０１６３】
　前記上部可動体３４０では、後カバー３４２の後側に設けられた可動側検知手段(原位
置検知手段)３８２によって、歯車３５０に設けられた検知突片(検知部)３５３の有無の
検知に基づいて複数の可動部材３６０,３７０,３７０の位置が判定されるようになってい
る(図４５参照)。可動側検知手段３８２は、後カバー３４２に前側に開口するように凹設
された取付凹部３４２ｂに配設されており(図３５または図３６参照)、実施例では、後カ
バー３４２の左側に取付凹部３４２ｂが形成されて左側に位置する第２の主歯車３５０の
後側に可動側検知手段３８２が配置されている。可動側検知手段３８２としては、取付凹
部３４２ｂに歯車群の後面と並行するよう配設された基板の前面に左右に離間するセンサ
部３８２ａを備えたフォトセンサが採用されている。なお、実施例の上部可動体３４０で
は、可動側検知手段３８２のセンサ部３８２ａが第２の主歯車３５０の内側(右側)で、第
２の主歯車３５０および従歯車３５１の回転軸３７１,３５２の並びライン上に配置され
ている(図４６参照)。
【０１６４】
　前記検知突片３５３は、左側に位置する第２の主歯車３５０の後面に後方へ向けて突出
形成されて、該主歯車３５０の回転中心から半径方向外側となる偏心位置に配置されてい
る(図３６参照)。また、検知突片３５３は、第２の主歯車３５０の回転に伴って可動側検
知手段３８２のセンサ部３８２ａの間を通過するように設置されており、可動側検知手段
３８２よって左右のセンサ部３８２ａ,３８２ａの間における検知突片３５３の有無を検
知し得るようになっている。ここで、上部可動演出装置３００は、検知突片３５３を可動
側検知手段３８２のセンサ部３８２ａ,３８２ａで検知した際に、直ちにまたは所定のス
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テップ数だけ可動モータ３４８を駆動してから停止するようになっている。上部可動体３
４０では、可動側検知手段３８２による検知突片３５３の検知によって可動モータ３４８
を停止した際に、連動して回転している第１および第２可動部材３６０,３７０,３７０が
１つの花弁部分の先端が鉛直方向上方を指向する同じ姿勢で停止される(図２３参照)。
【０１６５】
　前記上部可動体３４０は、複数の可動部材３６０,３７０,３７０が同期して回転するの
で、１つの主歯車３５０に設けた検知突片３５３で位置検知を行えば全ての可動部材３６
０,３７０,３７０を正確に位置検知できる。すなわち、複数の可動部材３６０,３７０,３
７０を上部可動体３４０に設けても、１つの可動側検知手段３８２で足り、可動側検知手
段３８２の配設スペースを大きく必要としない。しかも、可動モータ３４８に接続する第
１の主歯車３４９ではなく、可動モータ３４８から離間した第２の主歯車３５０に設けた
検知突片３５３を可動側検知手段３８２で検知する構成であるので、可動モータ３４８と
可動側検知手段３８２との干渉を回避し得る。可動側検知手段３８２は、後カバー３４２
の後側に突出して配設されているので、後カバー３４２の前側に設けられる歯車群や可動
部材３６０,３７０,３７０や可動体発光装置３５６等の配設スペースを可動体用検知手段
３８２が圧迫しない。また、従歯車３５１と比べて小径の主歯車３５０に検知突片３５３
を設けることで、従歯車３５１と比べて角度のずれが少ないので、より正確に位置検知を
行うことができる。
【０１６６】
　前記上部可動演出装置３００は、上部可動体３４０に可動部材３６０,３７０,３７０を
動かすための可動モータ３４８や、可動部材３６０,３７０,３７０の位置を判定するため
の可動側検知手段３８２や、上部可動体３４０を発光演出するための可動体発光装置３５
６を備えているので、裏ユニット５０側に設置された上部中継基板８６と上部可動体３４
０との間に配線が配設されている。上部可動演出装置３００の配線配設構造は、上部可動
体に設けられた電気部品(可動モータ３４８、可動側検知手段３８２および可動体発光装
置３５６)に接続する配線が、後カバー３４２に沿って上部可動体３４０における左右の
アーム３１４,３１４の取付け部分に振り分けて敷設される。配線は、上部可動体３４０
からアーム３１４に設けられた配線通路３１８を通って支持部３２０に設けられた配線通
口３１７を介して上部可動演出装置３００から引き出されている。そして、配線は、裏ユ
ニットボックス５４の上辺部５５ａ上端をまわして該裏ユニットボックス５４の後側に引
き出され、裏ユニットボックス５４の後面上部に配設された上部中継基板８６に接続され
るようになっている。
【０１６７】
　前記上部可動体３４０には、前カバー３７６における左右の側縁部上側に後方に開口す
る配線集合部３７６ａが夫々設けられており(図４４参照)、各配線集合部３７６ａの後側
に、後カバー３４２の各側部上縁に設けられた集線口３４４が臨んでいる(図２６参照)。
上部可動体３４０では、前記電気部品に接続する配線が各配線集合部３７６ａから対応す
る側のアーム３１４の配線通路３１８に受け渡されるようになっている。各配線集合部３
７６ａは、上部可動体３４０において同じ側の上部側縁に設けられた取付溝３４３の左右
方向外側に設けられている。各配線集合部３７６ａは、各取付溝３４３に対して上部可動
体３４０の左右方向外側から取り付けられるアーム３１４の前面に集線口３４４を介して
臨むように構成されている。ここで、配線は、配線集合部３７６ａから集線口３４４を通
してアーム３１４の配線通路３１８に受け渡され、アーム３１４の揺動に際して集線口３
４４に沿って配線の変位が許容されるので、配線への負荷や傷つきを抑制できる。
【０１６８】
　前記可動モータ３４８に接続する配線は、ケース体３４１の後側に突出する可動モータ
のソケット３４８ｃ(図２６参照)にコネクタが接続されて、ケース体３４１の後面に沿っ
て右方に引き回された後、右側の取付溝３４３の下側に開設された配線開口３４２ｃを介
してケース体３４１の内部を通り、右側の配線集合部３７６ａに到来するようになってい
る。なお、後カバー３４２の後面には、後方へ向けて突出形成された配線フック３４５が
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設けられ、後カバー３４２の後面を延在する配線を保持している。可動側検知手段３８２
に接続する配線は、ケース体３４１の後側に突出する取付凹部３４２ｂの上部に開設され
た挿通口３４２ｄ(図３４参照)から外部に臨む基板のソケット３８２ｂ(図４４参照)にコ
ネクタが接続されて、左側の取付溝３４３の下側に開設された配線開口３４２ｃを介して
ケース体３４１の内部を通り、左側の配線集合部３７６ａに到来するようになっている。
後カバー３４２に設けられる配線開口３４２ｃ,３４２ｃは、歯車群より外れた上側位置
に開設されて、該配線開口３４２ｃより外側にある配線集合部３７６ａに向けて配線が配
設されるので、ケース体３４１の内部において配線が歯車群の設置領域を通らない。すな
わち、配線が回転する歯車群に干渉することを回避できる。
【０１６９】
　前記可動体発光装置３５６に接続する配線は、該可動発光装置３５６の前面における左
右の側部上側に夫々設けられたソケット３５６ｂ(図３５参照)にコネクタが接続されて、
右側のソケット３５６ｂに接続する配線が右側の配線集合部３７６ａに到来し、左側のソ
ケット３５６ｂに接続する配線が左側の配線集合部３７６ａに到来するようになっている
。このように、上部可動体３４０では、右側に位置する電気部品のソケット３５６ｂに接
続する配線が右側の配線集合部３７６ａから右側のアーム３１４に振り分けられ、左側に
位置する電気部品のソケット３５６ｂ,３８２ｂに接続する配線が左側の配線集合部３７
６ａから左側のアーム３１４に振り分けられると共に、左右のアーム３１４,３１４に振
り分ける配線の数が同じになるよう振り分けられる。すなわち、上部可動体３４０には、
複数の電気部品が設けられているが、上部可動体３４０の両側を支持する２つのアーム３
１４,３１４に分散して配線しているので、配線の取り回しに無理をなくすことができ、
またアーム３１４に設ける配線通路３１８に一方に配線が混み合うことを回避できる。
【０１７０】
　前記アーム３１４は、前述したように一端部に支持部３２０が設けられると共に他端部
に取付軸３１５が設けられ、この支持部３２０と取付軸３１５との間の中間部分に配線通
路３１８が設けられている(図３１参照)。アーム３１４の中間部分は、前側に開口する半
樋状に形成され、該アーム３１４の長手方向(一端部と他端部との離間方向)に延在して画
成される溝が配線通路３１８として用いられる。配線通路３１８には、アーム３１４の他
端部側に、前側が開放すると共に後側に向けて膨らむ膨出部３１８ａが設けられると共に
、アーム３１４の他端部側に一端部側と比較して上部可動体３４０の往復動方向(揺動方
向)の幅が大きく設定した拡幅部３１８ｂが設けられている。膨張部３１８ａは、アーム
３１４の後板を後方へ凹ませて形成されて、配線通路３１８の他の部位より奥行き方向の
寸法が大きく設定されている。拡幅部３１８ｂは、アーム３１４の後板に長手辺に沿って
対向配置された一対の壁片間を広くして、配線通路３１８の他の部位より幅方向の寸法が
大きく設定されている。ここで、アーム３１４では、膨張部３１８ａと拡幅部３１８ｂと
が同じ領域に設けられており、配線通路３１８の他端部側には、一端部側と比べて奥行き
および幅が広く形成された余裕空間が画成されている。なお、実施例のアーム３１４は、
配線通路３１８の余裕空間を除く部分前側に被覆片３１９が取り付けられ(図２４参照)、
配線通路３１８の一端部側の前側を被覆片３１９で隠している。また、実施例のアーム３
１４は、被覆片３１９を除いて本体部分が透明な素材から形成されている。
【０１７１】
　前記上部可動演出装置３００は、上部可動体３４０に設けた電気部品に接続する配線を
、上部可動体３４０を支持するアーム３１４に設けた配線通路３１８に収容しているので
、上部可動体３４０およびアーム３１４の動作に際して配線が干渉することを回避し得る
。また、上部可動体３４０と裏ユニット５０側との間に配線が露出しないので、見栄えを
損なわない。上部可動演出装置３００では、上部可動体３４０の揺動に伴って、上部可動
体３４０とアーム３１４の他端部との接続部分で配線が揺動方向に変位するが、配線通路
３１８の他端部側を揺動方向に幅広に設定してあるので、配線の揺動方向への変位が拡幅
部３１８ｂで許容されて、配線への傷つきや負荷等を回避できる。また、上部可動体３４
０の取付溝３４３に沿うスライド変位に伴って、上部可動体３４０とアーム３１４の他端
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部との接続部分で配線が前後方向に変位するが、配線通路３１８の他端部側を後側に膨ら
んだ膨出部３１８ａが設けてあるので、配線の前後変位が許容されて、配線への傷つきや
負荷等を回避できる。
【０１７２】
　前記上部可動演出装置３００には、アーム３１４において前後に延在する空間を有する
中空の筒状体からなる支持部３２０の内側に配線通口３１７が設けられ、この配線通口３
１７を介してアーム３１４の配線通路３１８に配設された配線が、裏ユニットボックス５
４の前側(上部可動演出装置３００の外側)に引き出されるようになっている。アーム３１
４の一端部に設けられた環状部３１６には、該環状部３１６から半径方向外側に延出する
よう形成された中間部分との接続部分前端を切り欠いて前部開口３１６ｂが設けられ、環
状部３１６の内側に画成される配線通口３１７と配線通路３１８とが前部開口３１６ｂに
より連通している(図３１参照)。支持部３２０の後側には、配線通口３１７と外部とを連
通する後部開口３２６ａが設けられている。
【０１７３】
　前記装置ベース３０２には、支持部３２０の配線通口３１７に合わせて円形に開口する
と共にこの開口に連通して配線の引き回し側に切り欠いた配線開口部３０４が設けられて
いる。ここで、支持部３２０の後部開口３２６ａは、上部可動体３４０と反対側となる支
持部３２０の外側でかつ裏ユニットボックス５４の端に近い側に開設され、右側の駆動機
構の支持部３２０であれば上部右側に後部開口３２６ａが配置され、左側の駆動機構の支
持部３２０であれば上部左側に後部開口３２６ａが配置される。配線開口部３０４は、後
部開口３２６ａの位置に対応して、右側の駆動機構に対応するものであれば開口から右縁
に向けて上部右側に延在するよう切り欠きが形成され、左側の駆動機構に対応するもので
あれば開口から左縁に向けて上部左側に延在するよう切り欠きが形成されている(図２５
または図２６参照)。
【０１７４】
　前記上部可動演出装置３００は、配線がアーム３１４を装置ベース３０２に対して支持
する支持部３２０の内側に設けた配線通口３１７を介してアーム３１４から後側に取り回
されるので、配線がアーム３１４の装置ベース３０２への軸支部分と干渉することを回避
し得る。また、配線は、配線通口３１７を通すことで、駆動機構を構成するリンク３１２
や回転体３０８や駆動モータ３０６と干渉することはない。しかも、支持部３２０からの
配線の取り出し口となる後部開口３２６ａに対応して、装置ベース３０２に配線開口部３
０４を形成してあるので、硬質な装置ベース３０２と配線との干渉を回避でき、配線にか
かる負荷や傷つきを抑制できる。
【０１７５】
　前記支持部３２０から引き出された配線は、裏ユニットボックス５４の上辺部５５ａ前
面を通って上方に引き回され、裏ユニットボックス５４の上端から該裏ユニットボックス
５４の後側に配設され、上部中継基板８６に接続される。より具体的には、配線は、裏ユ
ニットボックス５４の上辺部５５ａ前面において、第２受部３２８を装置ベース３０２に
固定する上側の固定脚部３３０および駆動モータ３０６を装置ベース３０２に固定する台
座３０５の外側に配設され、装置ベース３０２において表示部４１側に配置される回転体
３０８、リンク３１２やアーム３１４等の動作する部材と干渉しないようになっている。
【０１７６】
　前記上部可動演出装置３００は、上部可動体３４０を動作位置で支持しているアーム３
１４が、発光演出部１００の発光ラインに沿って延在するよう構成されている(図５参照)
。右側のアーム３１４は、動作位置において表示部４１の右角部から突出し、表示部４１
の前側を下に向かうにつれて左方へ偏倚するよう傾斜しており、これが一方の発光部組の
なす発光ラインにおおよそ重なっている。また、左側のアーム３１４は、動作位置におい
て表示部４１の左角部から突出し、表示部４１の前側を下に向かうにつれて右方へ偏倚す
るよう傾斜しており、これが他方の発光部組のなす発光ラインにおおよそ重なっている。
そして、アーム３１４は、表示部４１の前側を通る部分を光を透過するように形成するこ
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とで、動作位置のアーム３１４に合わせて表示部４１で行われる画面表示が該アーム３１
４を介して前側に現れるよう構成してもよい。すなわち、動作位置にあるアーム３１４を
発光演出部１００と表示部４１における画面表示との組み合わせによる演出の一部として
用いる構成も採用できる。なお、アーム３１４を発光演出部１００と組み合わせて用いる
場合には、アーム３１４に配線を配設せずに他の手段により配線を取り回すのが好適であ
る。更に、アーム３１４に拡散処理を施すことで、アーム３１４を介して視認可能な表示
部４１の画面表示の態様を変更できる。また、被覆片３１９を省略したり、該被覆片を光
透過性を有するよう形成してもよい。
【０１７７】
　このように、上部可動体３４０の動作位置において該可動体３４０を支持するアーム３
１４,３１４が表示部４１の前側に重なるものの、アーム３１４における表示部４１の前
側に位置する部位を演出部分として積極的利用することで、発光演出部１００による演出
態様を多様にできる。しかも、表示部４１における画面表示を、動作位置のアーム３１４
に合わせて行うことで、アーム３１４を介して強調または異なる態様に変更された画面表
示を見せることができる。また、動作位置のアーム３１４と表示部４１を挟んで上下に延
在する発光部組とが同一ライン上に位置して、表示部４１での画面表示との組み合わせに
より遊技盤４０を大きく使ってダイナミックな演出を行うことができる。遊技盤４０では
、第１後発光部１０２の下端が動作位置にあるアーム３１４の上部に位置し、第１後発光
部１０２が表示部４１側を照らすことができるよう構成されているので、第１後発光部１
０２にあるアーム３１４を照らすことができる。従って、アーム３１４と画面表示とが相
乗する演出効果をより向上できる。
【０１７８】
(変更例)
　本願は前述した実施例の構成に限定されるものではなく、その他の構成を適宜に採用す
ることができる。
(１)遊技機としては、パチンコ機に限られるものではなく、アレンジボール機やパチンコ
球を用いたスロットマシン等、その他各種の遊技機であってもよい。
(２)各可動演出装置の可動体の動作態様について実施例の態様に限られず、揺動や回転や
直線動等を適宜採用することができる。
(３)可動演出装置の配置についても適宜変更可能である。
【０１７９】
(４)実施例では、可動体の第３光透過窓の全てを凸レンズ状に形成したが、第３光透過窓
の一部だけを凸レンズ状に形成してもよい。また、第１および第２光透過窓の両方または
一方を凸レンズ状に形成してもよい。
(５)実施例の光透過窓は、透明に形成したが色を付けたり、半透明にしたり、または光拡
散処理を施してもよい。
(６)可動体に設ける可動部材は、実施例の数に限定されない。例えば、第２の主歯車の外
側に第３の主歯車を設けると共に、第２の主歯車と第３の主歯車との間に従歯車を設け、
第１および第２の主歯車の回転軸に設けられた可動部材の回転と連動して、第３の主歯車
の回転軸に設けられた可動部材を回転する構成であってもよい。
【０１８０】
(７)実施例の遊技盤では、表示部を上下に挟んで遊技領域に斜めに延在する発光部および
表示部の画面表示によってＸ状の発光ラインを形成する例を挙げたが、例えば表示部を上
下に挟む表示部と左右に挟む表示部とを設けて十字状の発光ラインを形成したり、１本ま
たは３本以上の発光ラインを形成する構成も採用し得る。
(８)実施例の発光演出部は、表示部の上側に位置する第１発光部を、板部材の後側に設置
した第１後発光部だけから構成する例を説明したが、実施例の第２発光部の如く、第１発
光部を、板部材の後側に設置した第１後発光部と板部材の前側に臨む第１前発光部とから
構成してもよい。また、第２発光部を、板部材の後側に設置した第２後発光部あるいは板
部材の前側に臨む第２前発光部だけで構成してもよい。なお、発光演出部を構成する複数
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光部と板部材の前側に臨む発光部とが並ぶ関係で配置される。
(９)実施例の発光演出部は、１つまたは２つの発光基板に亘って発光部を構成する発光体
としてのＬＥＤを設ける例を挙げたが、３以上の発光基板に亘ってＬＥＤを並設してもよ
い。
(１０)隔壁部は、発光部を構成する第１の発光体と別の部位を発光演出する第２の発光体
を備えた発光基板において該第２の発光基板と透光部材との間に少なくとも設けられ、発
光部の第１の発光体の並び方向に沿って延在して第１の発光体と第２の発光体との間を仕
切るよう構成される。すなわち、実施例では、透光部材の両側に隔壁部を設ける構成につ
いて説明したが、第１の発光体と別の領域を照らす第２の発光体が隣接していなければ、
第２の発光体が隣接していない側の隔壁部を省略してもよい。
(１１)隔壁部のライン用ＬＥＤに臨む面および当該面と反対側の面の両方について、光を
反射するように形成したが、隔壁部の一方の面だけであっても、あるいは光反射処理を施
さなくてもよい。
(１２)枠状装飾体は、左側の第１後発光部の前側を横切る部分に、右側の第１後発光部と
同様に透光カバーを設けてもよい。
【０１８１】
(１３)下部発光装置の中央装飾ブロックの形状は、前面に凹設された凹溝を周囲を囲う面
を有する形状であれば半球状に限定されず、半筒状や中空の角柱状等その他の形状を採用
し得る。
【符号の説明】
【０１８２】
　１３　図柄表示装置
　４０ 遊技盤
　４０ａ 遊技領域
　４１ 表示部
　４２ 板部材
　５０ 裏ユニット
　７０ 枠状装飾体
　７３ 庇状部
　１０２ 第１後発光部(発光部)
　１０４ 第１後発光基板(発光基板)
　１０６ ライン用ＬＥＤ(発光体)
　１０８ 第１後透光部材(透光部材)
　１１０ 第１後隔壁部(隔壁部)
　１１２ 透光カバー
　１２０ 第２後発光部(発光部)
　１４０ 第２前発光部(発光部)
　３００ 上部可動演出装置(可動演出装置)
　３０２ 装置ベース(ベース)
　３１４ アーム
　３０６ 駆動モータ(駆動手段)
　３４０ 上部可動体(可動体)
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